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みんな大好きアンパンマン やなせたかしの世界展連 載

東日本大震災被災地支援と
三次市の防災
〜東日本大震災が投げかけた試練と課題〜
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３
月
11
日
14
時
46
分
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
東
日
本
に
大
き
な
爪
あ
と
を
残
し
、
今
も
な
お
、
多
く
の
人
々
が
不
安
な
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

６
月
24
日
に
「
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
６
月
25
日
に
は
「
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
」
が
提
言
を
ま
と
め

ま
し
た
が
、
被
災
地
の
復
興
に
は
、
ま
だ
ま
だ
長
い
時
間
を
必
要
と
す
る
見
込
み
で
す
。

　

市
で
は
、
３
月
14
日
に
「
三
次
市
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
職
員
の
派
遣
、
災
害
見
舞
金
募
金
の
受
け
付
け
、

救
援
物
資
や
住
生
活
の
支
援
お
よ
び
義
援
金
の
送
金
な
ど
、
積
極
的
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
被
災
地
支
援
と
今
後
の
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
と

三
次
市
の
防
災

〜
東
日
本
大
震
災
が
投
げ
か
け
た
試
練
と
課
題
〜

特　 集

石巻市川口町（6.13 派遣職員撮影） 石巻市湊町（6.18 派遣職員撮影）
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７
月
23
日
、
十
日
市
西
の
巴
橋
下
流

周
辺
で
、「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
〜
と
ど
け

よ
う
元
気
と
笑
顔
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、「
第

22
回
み
よ
し
市
民
納
涼
花
火
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
う
と
と

も
に
、
花
火
ま
つ
り
を
通
じ
て
希
望
の

光
を
灯
し
た
い
と
い
う
想
い
を
込
め
て
、

被
災
地
東
北
の
花
火
業
者
の
花
火
玉

を
含
む
約
１
万
発
の
打
ち
上
げ
花
火
が

夜
空
を
彩
り
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
約

４
万
２
千
人
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

第
22
回
み
よ
し
市
民
納
涼
花
火
ま
つ
り

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本

 

〜
と
ど
け
よ
う
元
気
と
笑
顔
〜
」

 

（
十
日
市
西　

巴
橋
下
流
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

ま
す
だ
の
つ
ぶ
や
き 

シ
リ
ー
ズ 

三
次
長
寿
村 

み
よ
し
フ
ォ
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と
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ク
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子
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ク
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タ
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か
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知
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得
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消
費
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市
民
ホ
ー
ル
建
設
に
向
け
て 

図
書
館
へ
行
こ
う
！ 

ぶ
ら
り
三
次
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た
だ
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講
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26272831333435

Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ

36

プ
ラ
ウ
ド
！
ジ
ャ
パ
ン
運
動
は
、
こ
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
広
報
紙
な
ど
に
掲
載
す

る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
全
国
か
ら
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
へ
エ
ー
ル
を
送

り
、
復
興
の
力
に
し
て
も
ら
お
う
と
、

静
岡
県
の
広
報
担
当
者
が
中
心
に
な
っ

て
始
め
た
運
動
で
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
今

 

〜
被
災
地
派
遣
を
終
え
て
〜

　

市
で
は
、
３
月
14
日
に
水
道
局
水
道
課

の
職
員
と
給
水
車
を
被
災
地
へ
派
遣
し
ま

し
た
。
そ
の
日
以
降
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

職
員
を
被
災
地
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
派
遣
を
終
え
た
職
員
の
声

を
お
伝
え
し
ま
す
。

■
宮
城
県
石
巻
市
役
所
で
の

　「住
宅
応
急
修
理
制
度
の
申
請
受
付
」

　
６
月
11
日
〜
20
日
ま
で
、
石

巻
市
役
所
で
、
同
行
し
た
森
井

主
任
と
他
の
自
治
体
か
ら
派
遣

さ
れ
た
職
員
ら
と
と
も
に
、
住

宅
応
急
修
理
制
度
の
申
請
の
受

付
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
業
務
は
、
地
震
や
津
波

に
よ
り
大
規
模
な
被
害
を
受
け

ら
れ
た
自
宅
の
必
要
最
低
限
の

応
急
修
理
を
、
市
が
行
う
と
い

う
制
度
の
相
談
や
申
請
受
付
の

窓
口
業
務
で
す
。

　
こ
れ
は
、
被
災
者
の
方
が
一

日
で
も
早
く
自
宅
で
日
常
生
活

を
送
る
た
め
の
支
援
制
度
で
、

震
災
後
３
カ
月
が
経
過
し
、
上
水
道
や
電
気
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に
伴
っ
て
、
申
請

件
数
は
７
，０
０
０
件
近
く
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
窓
口
で
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
相
談
や
申

請
に
来
ら
れ
る
方
へ
の
対
応
が
続
き
ま
す
が
、

被
災
者
の
方
々
の
ひ
た
む
き
な
姿
に
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
業
務
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
支
援
業
務
を
通
し
て
、
災
害
対
応

時
に
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
こ
と
は
、

①�

対
応
窓
口
を
可
能
な
限
り
同
一
の
施
設
や
フ

ロ
ア
に
集
約
す
る
こ
と

②
支
所
・
本
庁
間
の
情
報
共
有
を
徹
底
す
る
こ
と

③�

災
害
協
定
は
近
隣
自
治
体
間
の
み
で
な
く
、

複
数
の
遠
隔
自
治
体
間
で
締
結
し
て
お
く
こ

と　
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
確
か
な

情
報
提
供
と
対
応
の
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。

�

【
農
政
課

　三
竿
主
任
】

■
福
島
県
郡
山
市
青
少
年
会
館
で
の

　「健
康
相
談
・
避
難
所
の
衛
生
対
策
等
」

　
６
月
17
日
〜
23
日
ま
で
、
郡
山
市
青
少
年
会

館
で
、
郡
山
市
内
の
複
数
の
避
難
所
か
ら
移
動

し
て
き
た
約
１
２
０
人
に
、
広
島
県
の
保
健
師

と
と
も
に
、
健
康
相
談
や
避
難
所
の
衛
生
対
策

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
避
難
所
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
り
、
４
月
13
日
か
ら
開
所
さ
れ
て

お
り
、
避
難
者
は
乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
家

族
や
単
身
者
な
ど
様
々
で
、
仮
設
住
宅
な
ど
に

移
っ
て
い
く
方
は
少
な
く
、
今
後
の
生
活
の
見

通
し
の
立
た
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
状
況

で
し
た
。

　
震
災
後
３
カ
月
以
上
が
経
過
し
、
生
活
は
表

面
的
に
は
落
ち
着
い
て
い
る
感
は
あ
り
ま
し
た

が
、原
発
に
よ
り
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

自
宅
が
残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
時
帰

宅
さ
え
で
き
な
い
状
況
に
加
え
、
集
団
生
活
で

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
に
く
い
中
、
不
安

や
い
ら
立
ち
を
訴
え
る
方
や
、
不
眠
や
高
血
圧

な
ど
の
体
調
不
良
を
呈
す
方
が
多
く
、
こ
れ
ら

の
方
々
へ
の
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　
短
期
間
で
十
分
な
支
援

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い

を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
少
し
で
も
不
安
を

解
消
で
き
る
よ
う
に
努
め

ま
し
た
。

　
原
発
の
心
配
が
な
く
な

り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

日
常
に
戻
れ
る
日
が
、
一

日
も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　【健
康
推
進
課

�

竹
本
係
長
（
保
健
師
）】

業務にあたる森井主任

避難所内の健康相談室 派遣先の避難所

業務にあたる三竿主任

の
事
故
に
よ
り
、
４
月
13
日
か
ら
開
所
さ
れ
て

お
り
、
避
難
者
は
乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
家

族
や
単
身
者
な
ど
様
々
で
、
仮
設
住
宅
な
ど
に

の
事
故
に
よ
り
、
４
月
13
日
か
ら
開
所
さ
れ
て

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
今

〜
被
災
地
派
遣
を
終
え
て
〜

震
災
後
３
カ
月
が
経
過
し
、
上
水
道
や
電
気
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に
伴
っ
て
、
申
請

件
数
は
７
，０
０
０
件
近
く
に
達
し
て
い
ま
す
。

の
事
故
に
よ
り
、
４
月

お
り
、
避
難
者
は
乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
家

族
や
単
身
者
な
ど
様
々
で
、
仮
設
住
宅
な
ど
に

石巻市大門町（6.13 派遣職員撮影）
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【
相
互
支
援
に
関
す
る
主
な
協
定
】

●�「
災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

（
広
島
県
、
県
内
市
町
）

●�「
広
島
県
内
広
域
消
防
相
互
応
援
協
定
」

（
県
内
市
町
・
消
防
組
合
）

●�「
県
境
隣
接
広
域
消
防
相
互
応
援
協
定
」

（
島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町
・
美
郷
町
、
備
北

地
区
消
防
組
合
お
よ
び
江
津
邑
智
消
防
組
合
）

●�「
義
士
親
善
友
好
都
市
間
に
お
け
る
災
害
応

急
対
策
活
動
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

　
（
義
士
親
善
友
好
都
市　
全
国
24
市
区
町
）

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

自
治
体
等
の
間
で
の
情
報
交
換
、
職
員

派
遣
や
救
援
物
資
の
提
供
お
よ
び
被
災

者
の
受
け
入
れ
な
ど
を
円
滑
に
行
う
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
各
種
の
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
新
た
に
島
根
県
邑
智
郡
邑

南
町
と
「
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定（
６・24
）」を
、国
土
交
通
省
と「
災

害
時
に
お
け
る
情
報
交
換
に
関
す
る
協

定
（
７・４
）」
を
締
結
し
ま
し
た
。

速
や
か
な
相
互
支
援
を

実
現
す
る
た
め
に

国土交通省との協定調印後
に関係者らと握手を交わす
高岡副市長（右端）

被
災
地
へ
の
支
援  

〜
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
経
過
と
今
後
の
支
援
〜

●
備
北
地
区
消
防
組
合
の
職
員
：「
広
島
県

緊
急
消
防
援
助
隊
」
と
し
て
派
遣
さ
れ
る

　
（
３
・
12
〜
４・８
宮
城
県
名
取
市
へ
延
べ
65
名
）

●
水
道
局
水
道
課
の
職
員
、
給
水
車
：
給
水

活
動
の
た
め
派
遣

　
（
３・14
〜
３・29
宮
城
県
仙
台
市
へ
延
べ
10
名
）

●
市
立
三
次
中
央
病
院
の
医
師
、
看
護
師
、

薬
剤
師
、
放
射
線
技
師
お
よ
び
事
務
員
：

広
島
県
の
派
遣
医
療
チ
ー
ム
と
し
て
派
遣

　
（
３
・
23
〜
３
・
29
福
島
県
須
賀
川
市
へ
６
名
、

５
・
30
〜
６・５
福
島
県
郡
山
市
へ
５
名
）

●
水
道
局
下
水
道
課
の
職
員
：
下
水
道
施
設

の
被
害
状
況
調
査
た
め
派
遣

　
（
３
・
29
〜
４・
４
宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
お

よ
び
宮
城
県
名
取
市
へ
２
名
）

●
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
の
保
健
師
：
広

島
県
の
保
健
チ
ー
ム
と
し
て
派
遣

　
（
６・
７
〜
６
・
13
、
６
・
17
〜
６
・
23
、
７
・

17
〜
７
・
23
福
島
県
郡
山
市
へ
延
べ
３
名
）

●
義
援
金
１
，
０
０
０
万
円
送
金
（
３
・
25
）

●
災
害
見
舞
金
募
金
の
受
付
を
開
始（
３・15
〜
）

　
７
月
29
日
ま
で
に
、
市
役
所
や
三
次
市
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
し
た
募
金
箱

に
、
１
，
０
２
９
万
２
，
７
９
７
円
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
募
金
は
、
一
日
も
早
い
復
興

を
願
う
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
添
え
て
、
日
本

赤
十
字
社
広
島
県
支
部
に
送
金
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
市
役
所
（
東
館
）
と
三
次
市
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
募
金
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　事
務
職
員
、
保
育
士
、
土
木
技
術
職
員
、

パ
ッ
カ
ー
車
（
ご
み
収
集
車
）
の
派
遣
お
よ

び
倒
壊
建
物
等
の
産
業
廃
棄
物
の
処
理
な

ど
、
引
き
続
き
積
極
的
な
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

職
員
派
遣

●
事
務
職
員
：
住
宅
応
急
修
理
制
度
の
申
請

受
付
業
務
な
ど
業
務
支
援
の
た
め
派
遣

　
（
６
・
11
〜
６
・
20
、
７
・
13
〜
７
・
22
宮
城

県
石
巻
市
へ
延
べ
４
名
）

●
義
士
親
善
友
好
都
市
間
に
お
け
る
協
定
に

基
づ
き
、
岩
手
県
一
関
市
へ
救
援
物
資
を

搬
送
（
３
・
16
）

●
広
島
県
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
救
援
物
資

を
広
島
県
防
災
拠
点
施
設
備
蓄
倉
庫
（
三

原
市
）
に
搬
送
（
３
・
17
）

●
市
民
か
ら
の
救
援
物
資
（
３
・
25
〜
３
・

30
受
付
）
を
広
島
県
防
災
拠
点
施
設
備
蓄

倉
庫
（
三
原
市
）
に
搬
送
（
４・１
）

●
住
生
活
支
援
（
定
住
促
進
住
宅
な
ど
の
提

供
）
の
受
付
（
３
・
22
〜
）

●
被
災
者
支
援
の
た
め
の
相
談
窓
口
を
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー
に
開
設
（
４・１
〜
）

救
援
物
資
・
受
入
支
援

義
援
金
・
災
害
見
舞
金
募
金

今
後
の
支
援

水道課職員・給水車派遣

職員派遣（医療チーム）

東日本大震災被災地支援と三次市の防災特集

提供用の
定住促進住宅
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三
次
市
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る

新
た
な
防
災
の
取
り
組
み

新
た
な
取
り
組
み
①

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
て

み
よ
し
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

　

東
日
本
大
震
災
は
、
私
た
ち
国
民
に
対
し
多

く
の
試
練
と
課
題
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
市
で

は
「
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」

を
市
政
の
中
心
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
想
定

外
の
災
害
に
備
え
、
更
な
る
取
り
組
み
の
強
化

を
図
る
た
め
、「
み
よ
し
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
７
月
26
日
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
次
の

事
項
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織
化
に
関
す
る
こ
と

●
避
難
所
に
関
す
る
こ
と

●�

防
災･

行
政
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

関
す
る
こ
と

●�

各
種
災
害
に
対
す
る
防
災
対
策
に
つ
い
て
の

調
査
・
研
究
に
関
す
る
こ
と

●
市
民
啓
発
に
関
す
る
こ
と

●
防
災
訓
練
に
関
す
る
こ
と

●�

三
次
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
関
す
る
こ
と

な
ど

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

新
た
な
取
り
組
み
②

放
射
線
量
の
測
定
を
開
始

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
は
、
地
震
に
よ
る
津

波
の
被
害
に
加
え
て
、
原
子
力
発
電
施
設
の
事

故
に
よ
る
放
射
線
被
害
も
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
放
射
線
」
に
対
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

独
自
で
の
放
射
線
量
の
測
定
を
開
始
し
ま
し
た
。

◆
身
の
回
り
の
放
射
線
を
知
る

　

食
物
や
大
気
に
は
、
放
射
性
物
質
が
混
ざ
っ

て
お
り
、
そ
の
他
に
も
、
宇
宙
や
大
地
か
ら
放

射
線
を
受
け
て
い
ま
す
（
図
１
参
照
）。
こ
れ

ら
を
「
自
然
放
射
線
」
と
呼
び
、
そ
の
量
は
、

世
界
平
均
で
年
間
２
・
４
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
程

度
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
影
し

た
り
（
胸
部
Ⅹ
線
で
約
０
・
０
５
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
）、海
外
旅
行
で
飛
行
機
に
乗
っ
た
り
（
東

京
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
の
往
復
で
約
０
・

２
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
す
る
こ
と
で
も
、
放
射

線
を
受
け
て
い
ま
す
。

◆
人
体
へ
の
影
響
は
？

　

放
射
線
が
人
体
に
与
え
る
影
響
に
は
、「
発

が
ん
」と「
遺
伝
的
影
響
」の「
確
率
的
影
響
」と
、

２
５
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
は
白
血
球
の

一
時
的
な
減
少
が
見
ら
れ
な
い
な
ど
の
「
確
定

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
部
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

−

６
１
１
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

−

２
９
５
１

　

kikikanri@city.m
iyoshi.hiroshim

a.jp

的
影
響
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
遺
伝
的
影
響
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、「
発
が
ん
」
に
つ
い
て
は
、
そ

の
確
率
が
積
算
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
、

約
０
・
５
％
程
度
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
過
度
な
対
策
に
注
意
を

　

過
度
な
対
策
は
、
生
活
に
支
障
を
き
た
し
た

り
、
偏
見
を
生
み
出
し
た
り
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
が
、
必
要
の
な
い
放
射
線
を
で
き

る
だ
け
受
け
な
い
（
取
り
込
ま
な
い
）
よ
う
に

す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

◆
第
１
回
測
定
結
果
（
７
月
27
日
実
施
）

　

７
月
27
日
午
前
10
時
、
市
役
所
東
館
前
で
地

上
１
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
放
射
線
量
の
簡
易
測

定
を
行
っ
た
結
果
は
、
毎
時
０
・
０
９
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
し
た
。
こ
の
数
値
は
、
県
が

７
月
４
日
に
県
内
７
カ
所
で
行
っ
た
、
地
上
１

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
放
射
線
量
の
測
定
結
果
、

毎
時
０
・
０
７
０
〜
０
・
０
８
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
と
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
で
す
。

　

今
回
の
測
定
に
よ
り
、
三
次
市
（
測
定
地
）

に
お
け
る
放
射
線
量
が
、
健
康
に
影
響
す
る
レ

ベ
ル
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
測
定
を
行
い
、
市
民
の
皆

さ
ん
へ
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

宇宙
0.4ミリ
シーベルト

大地
0.5ミリ
シーベルト

食物
0.3ミリ
シーベルト

空気中の
ラドンなど
1.2ミリ
シーベルト

出展「放射能を正しく理解するために」（文部科学省）

図１【自然放射線の内訳（年間）】

東日本大震災被災地支援と三次市の防災特集

【
用
語
解
説
】

●「
放
射
線
」
と
は
？

　
「
ヨ
ウ
素
」「
セ
シ
ウ
ム
」
な
ど
の
「
放
射
性
物

質
」
が
よ
り
安
定
な
物
質
に
変
化
し
よ
う
と
す
る

際
に
放
出
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
ま
た
、「
放
射
線
」

を
出
す
能
力
を
「
放
射
能
」
と
呼
び
ま
す
。

●「
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
は
？

　

人
体
が
放
射
線
を
受
け
た
時
、
そ
の
影
響
の
程

度
を
測
る
も
の
さ
し
と
し
て
使
わ
れ
る
単
位
。

１
シ
ー
ベ
ル
ト
＝
１
，０
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
＝

�

１
，０
０
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

　参
考
文
献
「
放
射
能
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
」

�

（
文
部
科
学
省
）

放射線量測定の様子
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人
権
擁
護
委
員
の
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

８
月
１
日　
新
し
い
副
市
長
が
就
任
し
ま
し
た

　
６
月
10
日
に
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た

「
広
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
総
会
」

の
席
上
に
お
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
の

向む
か

井い

慶け
い

子こ

さ
ん
が
、
功
績
が
顕
著
で

あ
っ
た
と
し
て
広
島
法
務
局
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
法
務
局
三
次
支
局

　
☎
・
（
０
８
２
４
）６
２

−

５
０
７
０

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠
員
に
伴

い
、
平
成
23
年
７
月
１
日
付
け
で
、
厚

生
労
働
大
臣
お
よ
び
広
島
県
知
事
か
ら

新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

■
作
木
地
区
（
主
任
児
童
委
員
）

名　
　
前
井い

田だ　
留る

里り

子こ

住　
　
所
作
木
町
下
作
木

�

１
５
８
７
番
地

電
話
番
号
☎（
０
８
２
４
）

�

５
５

－

２
６
４
９

担
当
地
区
作
木
地
区
全
域

　
市
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

防
犯
灯
の
設
置
ま
た
は
取
り
替
え
を
行

う
個
人
・
団
体
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
す
る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
現
在
ま
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
利

用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の

制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
消
費
電

力
等
の
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
防
犯
灯
と
は
？

　
防
犯
を
目
的
に
住
宅
地
の
道
路
や

街
路
に
施
設
さ
れ
て
い
る
照
明
器
具

を
言
い
ま
す
。
個
人
の
住
宅
敷
地
内

な
ど
個
人
の
利
益
の
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
部
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

−

６
１
１
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

−

２
９
５
１

　

kikikanri@city.miyoshi.hiroshima.jp

■
甲
奴
地
区

名　
　
前
水み
ず
越こ
し　
美み

智ち

子こ

住　
　
所
甲
奴
町
宇
賀

�

１
５
３
３
番
地

電
話
番
号
☎（
０
８
４
７
）

�

６
７

－

３
０
１
９

担
当
地
区
郷
下
、郷
上
、専
光
寺
谷
、

一
宮
谷
、
六
ツ
宗
、
宇

賀
住
宅

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
５

　

fukushi@city.miyoshi.hiroshima.jp

「
三
次
市
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
補
助
金
制
度
」
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

大
好
評
受
付
中
！

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

副市長　津
つ

森
も り

  貴
た か

行
ゆ き

〈
略
　歴
〉

　
昭
和
45
年
生
ま
れ
。
平
成
６
年
４
月
建
設
省（
現
：
国
土

交
通
省
）職
員
。

　
平
成
11
年
10
月
関
東
地
方
建
設
局
江
戸
川
工
事
事
務
所
調

査
課
長
、
平
成
13
年
４
月
東
北
地
方
整
備
局
河
川
部
河
川
計

画
課
長
。
以
降
、
平
成
19
年
10
月
九
州
地
方
整
備
局
遠
賀
川

河
川
事
務
所
長
、
平
成
21
年
７
月
総
合
政
策
局
総
務
課
交
流

連
携
事
業
調
整
官
な
ど
を
歴
任
。
平
成
23
年
７
月
か
ら
総
合

政
策
局
公
共
事
業
企
画
調
整
課
交
流
連
携
事
業
調
整
官
。
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鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
に
注
意
を
！

犬
・
猫
を
正
し
く
飼
っ
て
い
ま
す
か
？

●
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
散
歩
の
時
は
必
ず
、
引
き
綱（
リ
ー

ド
）
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
広
島
県
動
物

愛
護
管
理
条
例
で
は
犬
を
つ
な
い
で
飼

う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
が
怖
い
人
も
嫌
い
な
人
も
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
飼
い
主
が
し
っ
か

り
リ
ー
ド
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

●�

フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
が
必
ず
責

任
を
持
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う

　

散
歩
中
の
フ
ン
は
持
ち
帰
る
な
ど
、

後
始
末
は
飼
い
主
自
ら
の
責
任
で
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

フ
ン
の
放
置
は
、「
三
次
市
ポ
イ
捨

て
禁
止
条
例
」
に
よ
り
、
罰
則
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

野
良
犬
・
猫
の
エ
サ
や
り
に
は
責
任

を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
野
良
犬
・
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
場
合

は
、
エ
サ
を
与
え
る
以
上
飼
い
主
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
か
わ
い

そ
う
だ
か
ら
と
エ
サ
を
与
え
続
け
る

と
、
周
辺
が
フ
ン
尿
で
汚
さ
れ
る
、
繁

殖
が
容
易
に
な
り
犬
・
猫
が
増
え
る
な

ど
の
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
近
隣
周
辺

の
環
境
や
住
民
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

よ
う
、
エ
サ
場
の
清
掃
、
フ
ン
尿
の
後

始
末
、繁
殖
制
限
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
水
稲
が
乳
熟

期
を
迎
え
る
と
、
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
稲
穂
の
食
害
が

出
始
め
ま
す
。

　

水
田
周
り
を
点
検
し
、

イ
ノ
シ
シ
を
は
じ
め
と
す

る
野
生
鳥
獣
の
侵
入
防
止

対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
畑
の
作
物
を
早
目
に
収
穫
し

て
し
ま
う
こ
と
も
被
害
防
止
対
策
と
な

り
ま
す
。

　

集
落
を
野
生
鳥
獣
の「
エ
サ
場
」
に

し
な
い
よ
う
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
部
農
政
課
農
林
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

−

６
１
６
３

　

（
０
８
２
４
）６
４

−

０
１
７
２

　

nousei@city.miyoshi.hiroshima.jp

●�

動
物
の
習
性
を
よ
く
理
解
し
て
飼
育

し
ま
し
ょ
う

　
犬・猫
の
習
性
を
正
し
く
理
解
し
て
、

し
つ
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
無
駄
吠
え

な
ど
の
問
題
行
動
が
、
近
隣
に
迷
惑
を

か
け
て
い
な
い
か
に
つ
い
て
も
気
を
配

り
ま
し
ょ
う
。

●
捨
て
犬
・
猫
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
飼
い

主
の
義
務
と
し
て
、
新
し
い
飼
い
主
を

さ
が
し
ま
し
ょ
う
。
子
犬
・
子
猫
が
産

ま
れ
て
も
飼
え
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、

不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

猫
が
屋
外
で
自
由
に
歩
い
て
い
る

と
、
伝
染
病
の
感
染
や
交
通
事
故
、
猫

同
士
の
け
ん
か
な
ど
、
危
険
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
飼
い
主
の
目
の
届
か
な
い
と

こ
ろ
で
フ
ン
や
尿
な
ど
で
周
辺
に
迷
惑

を
か
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
猫

は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

 

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

−

６
１
３
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

−

６
３
９
７

　

kankyo@city.miyoshi.hiroshima.jp
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下
水
道
へ
の
接
続
を

浄
化
槽
補
助
金
の

ご
利
用
を

三次税務署からのお知らせ
相続・贈与・譲渡所得に関する相談日
　相続、贈与および譲渡所得に関する相談は、スムー
ズな対応を行うために、次のとおり相談日（予約制）を
設けています。事前に電話などで予約をお願いします。
●相談日
　 ８月25日（木）、９月29日（木）、10月27日（木）、

11月24日（木）および12月15日（木）

８月から市税や国民健康保険税などの納付が
広島銀行のATMでも行えるようになりました。

市税等の納付に利用できる
現金自動預払機（ATM）が
拡充されました！

納税についてのお知らせ

※郵便局のATMでも引き続き納付ができます。
問い合わせ先　三次税務署　☎（0824）62-2721
� ※音声ガイダンスに従い「２」を押してください。

水
道
メ
ー
タ
ー
の

交
換
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
生
活
環
境
の
改
善
や
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
な
ど
を
め
ざ
し
て
、

公
共
下
水
道
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
下
水
道
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
生
活
排
水
や
し
尿
を
下
水
道
へ
流
す

接
続
工
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

初
め
て
そ
の
役
割
を
果
た
せ
ま
す
。

　
下
水
道
の
供
用
開
始
区
域
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
下
水
道

へ
の
接
続
工
事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※�
接
続
工
事
は
排
水
設
備
指
定
工
事
店
へ
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

　
単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り
便
所

を
使
用
し
て
い
る
方
が
、
合
併
処
理
浄

化
槽
を
整
備
す
る
場
合
に
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
地
域

・
公
共
下
水
道
、
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
の
認

可
区
域
以
外
の
区
域

・
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
の
区

域（
和
知
町
お
よ
び
向
江
田
町
菅
田

地
区
の
一
部
）以
外
の
区
域

●
補
助
限
度
額

区　

分

補
助
限
度
額

５
人
槽

４
６
９
，
０
０
０
円

７
人
槽

６
４
５
，
０
０
０
円

10
人
槽
以
上

８
６
４
，
０
０
０
円

※�

工
事
は
、
浄
化
槽
設
備
士
資
格
を
有
す

る
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
手
続
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り

８
年
毎
に
交
換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
年
度
中
に
検
定
有
効
期
間
が
満

了
と
な
る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
期
　間

　
８
月
下
旬
か
ら
随
時

●
対
　象

　
対
象
者
に
は
事
前
に
通
知
し
ま
す
。

●
交
換
費
用

　
無
料

●
交
換
作
業
等

　
市
委
託
の
業
者
が
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
局
水
道
課
営
業
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

４
８
４
３

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

８
１
１
１

　

suidou@city.miyoshi.hiroshima.jp

◆ 広島銀行のATMでの納付方法などについては、広島
銀行各支店・各出張所の窓口にお問い合わせください。

問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
局
下
水
道
課
管
理
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
５
１　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
５
６

　

gesuidou@city.miyoshi.hiroshima.jp
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「
三
次
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た

　
全
国
各
地
で
は
、
広
島
県
出
身
・
三

次
市
出
身
の
多
く
の
方
が
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
東
京
広

島
県
人
会
、
近
畿
広
島
県
人
会
、
中
部

広
島
県
人
会
、
広
島
三
次
会
の
そ
れ
ぞ

れ
の
総
会
・
懇
親
会
等
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
て
き
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
三
次
市
出
身
の
方
も
多
く
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
出
身
地
を
離
れ
て
も
、
ふ
る

さ
と
へ
の
熱
い
思
い
や
あ
た
た
か
い
心

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
三
次
市
の
変

化
な
ど
関
心
を
も
た
れ
、
親
し
く
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
カ
ー
プ
と
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
の
話
は
ど
の
会
場
で
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
の
社
長
さ
ん
や
、
役
員

の
方
も
多
く
、
当
市
出
身
の
方
を
は
じ

め
、
広
島
県
ご
出
身
の
方
々
に
ふ
る
さ

と
の
発
展
ぶ
り
を
お
伝
え
す
る
と
共
に

企
業
誘
致
の
話
な
ど
三
次
の
Ｐ
Ｒ
も

し
っ
か
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
三
次
市
出
身
の
皆
さ
ん
に
は
本
市
の

応
援
団
と
し
て
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
願

う
も
の
で
す
。

 

三
次
市
長　

増
田 

和
俊

広
島
県
人
会
・
三
次
会

ますだの
�つぶやき
ますだのますだの
連載

Vol.3

　
本
市
に
お
い
て
も
、
暴
力
団
が
市
民

の
安
全
で
平
穏
な
生
活
を
脅
か
し
、
公

平
で
円
滑
な
社
会
経
済
活
動
の
発
展
に

悪
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行

政
、
市
民
、
事
業
者
お
よ
び
関
係
機
関

な
ど
が
一
丸
と
な
っ
て
暴
力
団
排
除
対

策
に
取
り
組
む
た
め
、
暴
力
団
排
除
条

例
を
制
定
し
、
本
年
７
月
１
日
か
ら
施

行
し
て
い
ま
す
。

【
条
例
の
基
本
理
念
】

　
「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」、「
暴
力
団

に
資
金
を
出
さ
な
い
」、「
暴
力
団
を
利

用
し
な
い
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、

暴
力
団
の
い
な
い
安
全
・
安
心
な
三
次

市
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
こ
の
条
例
で
取
り
組
む
こ
と
】

●
市
の
役
割

・
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
県
や
他

の
市
町
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
暴

力
団
排
除
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

・
市
の
事
務
、
事
業
や
公
共
施
設
か
ら

暴
力
団
な
ど
を
排
除
し
ま
す
。

・
暴
力
団
排
除
活
動
を
行
お
う
と
す
る

市
民
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
市
民
の
役
割

・
暴
力
団
と
不
適
切
な
関
係
を
持
た
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
市
が
行
う
暴
力
団
排
除
の
施
策
に
協

力
す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
事
業
者
の
役
割

・
事
業
に
よ
り
暴
力
団
に
利
益
を
与
え

る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
暴
力
団

排
除
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

・
暴
力
団
の
活
動
の
助
長
や
暴
力
団
の

運
営
の
助
け
と
な
る
よ
う
な
契
約
を

行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
疑
い
が
あ
る
と
き
は
、
契
約
の
相

手
方
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
書
面
契
約
を
行
う
と
き
は
、「
契
約

の
相
手
方
が
暴
力
団
員
な
ど
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
催
告
な
く

契
約
を
解
除
で
き
る
」
旨
の
暴
力
団

排
除
条
項
を
定
め
る
よ
う
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

●�

そ
の
他
、
全
国
的
に
祭
礼
、
興
行
な

ど
の
行
事
が
暴
力
団
の
資
金
源
と

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
市
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
行
事

に
暴
力
団
が
進
出
し
な
い
よ
う
に
、

祭
礼
か
ら
の
暴
力
団
排
除
に
つ
い
て

定
め
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
部
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
１
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

２
９
５
１

　

kikikanri@city.miyoshi.hiroshima.jp
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㈶
三
次
市
開
発
公
社
の
運
営
は
？

　
「
三
次
長
寿
村
」
の
管
理
を
主
な
事
業
と
し
て

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

㈶
三
次
市
開
発
公
社
は
、
三
次
市
１
０
０
万

円
、
三
次
商
工
会
議
所
40
万
円
、
三
次
市
観
光
協

会
10
万
円
の
三
者
の
出
資
金
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
理
事
会
に
は
、
平
成
17
年
ま
で
、
出
資
団
体
の

三
次
市
か
ら
市
長
・
副
市
長
と
三
次
商
工
会
議
所

会
頭
、三
次
市
観
光
協
会
会
長
の
各
１
名
が
入
り
、

三
次
市
議
会
か
ら
は
議
長
・
副
議
長
と
常
任
委
員

会
か
ら
５
名
の
合
計
７
名
が
選
出
さ
れ
、
理
事
と

し
て
運
営
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
に
は
、
市
長
・
副
市
長
や
議
長
・
副

議
長
は
入
ら
ず
、
三
次
市
の
部
長
６
名
と
市
議
会

の
常
任
委
員
４
名
に
変
更
に
な
り
、
平
成
20
年
に

は
、
市
議
会
か
ら
の
選
出
理
事
は
な
く
な
り
ま
し

た
。

　
平
成
21
年
か
ら
、
非
常
勤
の
理
事
長
の
ほ
か
、

三
次
市
の
部
長
６
名
と
、三
次
商
工
会
議
所
会
頭
、

三
次
市
観
光
協
会
会
長
の
各
１
名
に
、
議
長
選
出

と
し
て
の
２
名
が
入
り
、
公
社
の
運
営
が
さ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

問答

三
次
市
は
土
地
、
建
物
を
㈶
三
次
市
開
発

公
社
へ
無
償
で
貸
し
て
、
ど
ん
な
効
果
が

あ
っ
た
の
？

　
「
三
次
長
寿
村
」
は
、
市
民
や
訪
れ
る
皆
さ
ん

の
健
康
保
養
施
設
と
し
て
、
平
成
元
年
の
オ
ー
プ

ン
か
ら
約
７
千
日
間
営
業
し
、
約
１
８
４
万
人
の

来
客
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
約
54
億
円
の
売

上
げ
が
あ
り
、
県
北
地
域
へ
の
経
済
効
果
や
雇
用

効
果
は
多
大
な
も
の
が
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
ま

た
、
㈶
三
次
市
開
発
公
社
の
増
設
部
分
に
対
す
る

固
定
資
産
税
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
１
千
万
円
が
三

次
市
へ
納
税
さ
れ
た
ほ
か
、
法
人
市
民
税
も
約

４
０
０
万
円
が
納
税
さ
れ
て
い
ま
す
。

問答
三
次
市
と
㈶
三
次
市
開
発
公
社
と
㈲
湯
快

の
関
係
は
？

　
土
地
・
建
物
の
所
有
者
で
あ
る
三
次
市
は
、
契

約
に
よ
り
㈶
三
次
市
開
発
公
社
へ
土
地
・
建
物
を

無
償
で
貸
与
し
て
い
ま
す
。
公
社
は
、
三
次
市
か

ら
借
り
た
土
地
へ
「
三
次
長
寿
村
」
の
浴
場
部
分

を
公
社
の
借
り
入
れ
で
増
設
し
ま
し
た
。
㈲
湯
快

は
そ
の
土
地
と
建
物
を
公
社
か
ら
借
り
入
れ
て
、

家
賃
を
払
い
な
が
ら
営
業
を
し
て
き
ま
し
た
。

問答

シリーズ
「三次長寿村」

第２回

財務部管財課管財係
☎（0824）62-6139
（0824）62-6235
 kanzai@city.miyoshi.
hiroshima.jp
㈶三次市開発公社
☎（0824）63-6335
（0824）63-6337

問い合わせ先

皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

　

今
回
は
、
㈶
三
次
市
開
発
公
社
の
運
営
や
三
次
市
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

㈶
三
次
市
開
発
公
社
は
、
金
融
機
関
か
ら

の
借
り
入
れ
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
残
債

は
ど
の
く
ら
い
？

　
㈶
三
次
市
開
発
公
社
は
、
浴
場
の
増
設
費
用
な

ど
の
た
め
、
約
２
億
５
千
万
円
を
金
融
機
関
か
ら

借
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
返
済
に
よ

り
約
１
／
３
の
７
千
万
円
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、

更
に
今
年
度
２
千
万
円
程
度
返
済
す
る
予
定
で
す
。

問答
土
地
・
建
物
の
今
後
の
活
用
は
？

　
㈶
三
次
市
開
発
公
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
土
地
・

建
物
の
利
活
用
を
前
提
に
、
新
し
い
経
営
者
を
探

し
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
な
借
り
手
に
よ
る
温
浴

宿
泊
施
設
と
し
て
の
再
開
の
目
途
は
立
っ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
は
、
土
地
・
建
物
を
三
次
市
へ
返
却

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問答
　
次
回
は
、「
三
次
長
寿
村
」

が
果
た
し
て
き
た
役
割
な
ど

に
つ
い
て
検
証
し
ま
す
。
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奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館

入
館
者
数
60
万
人
達
成
！

職
人
の
技
術
で
保
育
所
・
児
童
館
が
き
れ
い
に
、

使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た

十
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

三
次
の
夏
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

　
６
月
28
日
、
平
成
18
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン

か
ら
の
入
館
者
数
が
累
計
60
万
人
に
到
達

し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

60
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ
た
の
は
、
滋
賀

県
守
山
市
か
ら
帰
省
さ
れ
て
い
た
中
川
晶あ

き
子こ

さ
ん
。
お
子
さ
ん
と
三
次
町
在
住
の
お
母
さ

ん
と
と
も
に
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

　
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
で
は
、
60
万

人
達
成
記
念
と
し
て
、
希
望
者
６
，
０
０
０

名
に
様
々
な
特
典
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 　

６
月
19
日
、
26
日
の
両
日
、
広
島
県

建
設
労
働
組
合
三
次
支
部
の
皆
さ
ん
に

よ
り
、
保
育
所
６
カ
所
、
児
童
館
１
カ

所
で
、
修
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み
は
、

建
築
な
ど
職
人
の
技
術
を
地
域
に
還
元

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
６
年
か
ら

始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
回
で
18
回
目
を

数
え
ま
す
。
２
日
間
で
総
勢
28
人
の
皆

さ
ん
に
よ
り
、
引
き
戸
の
調
整
、
棚
の

補
修
お
よ
び
壁
紙
の
張
り
替
え
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
７
月
16
日
、
Ｊ
Ｒ
三
次
駅
西
側
に
移
転
・
新
築
し
た
、
十

日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
十
日
市
自
治
連
合
会
会
長　
高た

か
木き

正ま
さ
道み
ち
さ
ん
か
ら

「
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
新
た
な
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
施
設
を
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
翌
日
17
日
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の

第
18
回
あ
っ
た
か
村

　

川
と
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
２
０
１
１

 

（
７
月
23
日
・
24
日
、
君
田
町
内
）

　
広
島
県
近
隣
で
は
最

大
級
の
規
模
を
ほ
こ
る

１
０
０
万
本
の
ひ
ま
わ

り
畑
を
使
っ
た
迷
路
や

宝
探
し
、
神
野
瀬
川
の

清
流
で
の
川
遊
び
な
ど
、
川
と
ひ
ま
わ

り
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
２
日
間
で
約
８
，
６
０
０
人
の

家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

第
36
回
三
次
き
ん
さ
い
祭

 

（
７
月
30
日
、
三
次
町
〜
十
日
市
）

　
55
団
体
約
２
，
６
０
０
人
の
参
加
に

よ
る
「
三
次
ど
ん
ち
ゃ
ん
」
な
ど
の
市

民
パ
レ
ー
ド
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
人
気
グ
ル
メ
な
ど
、「
一
鼓
団

結
」
を
テ
ー
マ
に
、

ス
タ
ッ
フ
・
参
加
者

と
約
３
万
人
の
観
客

が
一
体
と
な
っ
て
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

壁紙の張り替え
（愛光保育所）

中川晶子さん（右から２番目）

物干し掛けの
取り付け

（みわ保育所）

落
成
を
記
念
し
て
「
ふ
れ
あ
い
祭
」
が
開
催
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
十
日
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
、
そ
し
て
市

民
の
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
拠
点
と
し

て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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70
〜
74
歳
の
方
は
高
齢
受
給
者
証
も
必
要
で
す
！

『
障
害
認
定
』制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
70
歳
に
な
っ
た
翌
月
１
日
か
ら
75
歳
に
な
る
ま
で
の
間
は
、
加
入
し
て
い
る
国
保

や
社
会
保
険
か
ら
「
高
齢
受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ

る
際
は
、
必
ず
保
険
証
と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

◆
国
保
の
高
齢
受
給
者
の
自
己
負
担
割
合

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
保
険
年
金
課
保
険
年
金
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

−

６
１
３
４　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　

hoken@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
75
歳
以
上

の
方
が
対
象
で
す
が
、
65
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
方
で
も
一
定
程
度
の
障
害
が
あ

る
方
は
、
申
請
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を「
障
害
認
定
」と
い
い
ま
す
。

認
定
基
準
と
な
る
一
定
の
障
害
と

は
次
に
該
当
す
る
状
態
で
す
。

●
身
体
障
害
者
手
帳

　
１・２・３
級
お
よ
び
４
級
の
一
部

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
…
…
…
…
…
…
…
…�

１・
２
級

●
療
育
手
帳
…
…
…
Ⓐ
ま
た
は
Ａ

●�

国
民
年
金
法
等
に
お
け
る
障
害

年
金
…
…
…
…
…
…�

１・
２
級

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
と

例
え
ば

●�

65
〜
69
歳
ま
で
の
方
の
窓
口
負
担
が

３
割
か
ら
１
割
に
な
り
ま
す
。

※�

所
得
状
況
に
よ
り
、
１
割
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●�

65
〜
69
歳
ま
で
の
病
院
な
ど
で
支
払

う
１
カ
月
の
自
己
負
担
限
度
額（
外

来
＋
入
院
）
８
０
，
１
０
０
円
が

４
４
，
４
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

※�

所
得
区
分（
市
町
村
民
税
課
税
世
帯
と
非
課

税
世
帯
）に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
保
険
年
金
課

 

保
険
年
金
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
４

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　

hoken@city.miyoshi.hiroshima.jp

（
注
）「
重
度
障
害
者
医
療
」
と
の
関
連

　

65
歳
以
上
の
方
が「
重
度
障
害
者
医

療
」の
適
用
を
受
け
る
と
き
は
、
こ
の
制

度
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

す
で
に「
重
度
障
害
者
医
療
受
給
者

証
」を
お
持
ち
の
方
が
65
歳
に
な
ら
れ
る

と
き
は
、
誕
生
日
ま
で
に
加
入
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

シリーズ

み
ん
な
の

国
保

こ

く

ほ

シリーズ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

第 37 回

自己負担割合 基　準

１　割
平成 24 年�

�３月 31 日まで
�
�

国保に加入している70歳以上の方の課税
所得がそれぞれ145万円未満の世帯

３　割

国保に加入している70歳以上の方の課税
所得が145万円以上の方がいる世帯
※�ただし、次に該当する方は自己負担割合が１割
になります。
同一世帯員の条件 １割になる条件

① �70歳以上の国保の方が
本人のみ

収入が
383万円未満

② �70歳以上の国保の方が
２人以上

収入合計が
520万円未満

③ �70歳以上の国保の方が
本人のみだが、①の条件
から外れた方

＋
　�後期高齢者医療保険加入
者（注）

収入合計が
520万円未満

（注）�後期高齢者医療保険加入者を対象に加え
るには、加入後に世帯主が変更していな
いこと等の条件があります。

適用には申請が必要です。対象者には保険
年金課から申請書をお送りしますので、以下
の物を持参してください。
確定申告書の写しなどの収入が分かる
書類・印鑑・保険証
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「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
日

常
生
活
圏
域
ご
と
に
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
や
要
介
護
リ
ス
ク
な
ど
を
把

握
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
整
備
や

保
健
福
祉
事
業
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
か
を
決
め
る
た
め
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要

　
こ
の
調
査
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
日
常
の
状
態
や
社
会
参
加
の
状
況
、

個
々
の
身
体
的
状
況
か
ら
、
介
護
に
対

す
る
想
い
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
調

査
し
ま
し
た
。
設
問
数
が
82
問
あ
り
、

回
答
者
の
負
担
が
大
き
い
も
の
で
し
た

が
、
回
収
率
は
高
く
、
皆
さ
ん
の
介
護

保
険
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま

す
。【

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
方
法
な
ど
】

・
調
査
区
域　
三
次
市
全
域

・
調
査
対
象
者　
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
介
護
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
人
お
よ
び
要
介
護
認
定

２
以
下
の
人

・
調
査
対
象
者
数　
３
，６
５
５
人

　
※�

基
準
日
時
点
で
66
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

以
降
５
歳
段
階
毎
の
全
員

・
調
査
方
法　
郵
送
調
査

・
調
査
期
間　
平
成
23
年
２
月
21

日
〜
３
月
４
日

・
有
効
回
収
数　
２
，
７
２
６
人

・
有
効
回
収
率　
74
・
６
％

○
日
常
生
活
圏
域
と
は
？

　

市
で
は
、
要
介
護
状
態
に
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
介
護
を
受
け

な
が
ら
生
活
で
き
る
基
盤
を
整
備
す
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
対
応
す
る

日
常
生
活
圏
域
を
設
定
し
、
き
め
細
か

い
介
護
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
日
常
生
活
圏
域
は
、
人
口
、
生

活
形
態
、
交
通
事
情
、
歴
史
や
文
化
的

背
景
な
ど
を
考
慮
し
設
定
す
る
も
の
で
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
既
存
の
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

体
制
を
基
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
充

実
し
た
生
活
が
営
め
る
よ
う
に
、
基
盤

整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
日
常
生
活
圏
域
】

・
北
部　
君
田
、
布
野
、
作
木

・
西
部　

�

三
次
、
河
内
、
粟
屋
、

十
日
市

・
中
部　

�

和
田
、
川
西
、
田
幸
、

神
杉
、
酒
河
、
八
次

・
東
部　
吉
舎
、
三
良
坂
、
甲
奴

・
南
部　
川
地
、
三
和

　
次
回
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
高
齢
者
福
祉
課

 

介
護
保
険
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
１

　

koureisha@city.miyoshi.hiroshima.jp

介
護
保
険

み
ん
な
の

第
2
回

シ
リ
ー
ズ

「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た

北部

中部

西部

東部南部
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　このプロジェクトは、市民の皆さんが、いつまでもいきいきと健康で長寿を全うし、ともに笑顔
あふれる家庭や地域でありつづけることを願い、一人ひとりが生活習慣病予防をはじめとした健康
づくりに取り組むプロジェクトです。

問い合わせ先　いきいき・ともえ・プロジェクト事務局
福祉保健部健康推進課 ☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp
総合窓口センター保険年金課 ☎（0824）62-6134　 （0824）63-2809　 hoken@city.miyoshi.hiroshima.jp

夏の健康管理ワンポイント
〜暑い日がまだまだ続きます。「熱中症」「夏バテ」予防を〜
○熱中症とは？�
　発汗や循環器機能に異常をきたし、体温の調節がうまくできな
くなって起こる様々な体の不調（赤く熱く乾いた皮膚・めまい・
吐き気・頭痛・意識障害等）のことです。夏バテも暑さによる健
康障害です。

○ちょっとした注意で防ぐことができます�
①体調を整える
　朝食を食べた？寝不足でない？体調の悪いときは、暑い日中
の外出や運動を控えましょう。
②服装に注意
　通気性の良い服装にして、外出時には帽子をかぶりましょう。
③こまめに水分補給を！
　「のどが渇いた」と感じたときにはすでに水分不足になって
います。定期的に少しずつ水分補給しましょう。

○熱中症になってしまったら�
①涼しい環境へ避難
②衣類を緩め体を冷やす
③水分・塩分補給
④意識がない場合は医療機関へ搬送

おはよう体操
　朝起きてすぐは体がまだ眠った状態です。
急に動き始めると足が上がりにくかったりバ
ランスを崩したりしやすく、転倒につながり
ます。まず体を目覚めさせてから動き始めま
しょう！
　上半身が硬いと動作の効率が悪く、全身の
バランスも悪くなります。しっかり伸ばし、
しなやかさを保つようにしましょう。
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ikiiki  tomoe  project
い

活 き 生 き 　 共 笑 　 “ 本 気 宣 言 ！ ”

きいき・ともえ・プロジェクト
シリーズ№15

ヘルスアップ健康教室に参加しませんか？
夏の健康管理ワンポイント

今月の
テーマ

日程・会場［９〜 10月にスタートするコース］

三次市
福祉保健センター
（全８回コース）

９月20日（火） ９月27日（火） ＊９月30日（金） 10月４日（火）

10月11日（火） 10月18日（火） 10月25日（火） 11月１日（火）

文化センター
さくぎ

（全７回コース）

９月30日（金） 10月７日（金） ＊10月21日（金） 10月28日（金）

11月18日（金） 11月24日（木） 12月２日（金）

布野
生涯学習センター
（全７回コース）

10月４日（火） ＊10月13日（木） 10月19日（水） 11月２日（水）

11月15日（火） 12月１日（木） 12月６日（火）

君田
生涯学習センター
（全７回コース）

10月５日（水） ＊10月17日（月） 10月26日（水） 11月16日（水）

11月30日（水） 12月７日（水） 12月15日（木）

●対　　象：市内に在住のおおむね 40歳以上の方
●時　　間：13 時 30分〜15時 30分（受付 13時 15分〜）
●�＊印の日は栄養・歯科講座、調理実習のため時間が 10時〜 14時となり
ます。また、別の会場になる場合があります。
●参 加 費：300 円（調理実習材料代）
●申込方法：�健康推進課健康食育推進係（☎ 0824-62-6232）
　　　　　　または各支所総合調整係にお申し込みください。
　※ �11 月にスタートする会場（吉舎町・三良坂町・三和町・甲奴町の会場および三次市福祉

保健センター会場）については９月号でお知らせします。

「ヘルスアップ健康教室」で健康アップ！
　おおむね 40歳以上の、生活習慣の改善が必要な方や、生活習慣病予防に関心のある方を対象に、
健康教室を開催します。運動不足、食べすぎ、生活習慣が乱れがち、一緒に運動する仲間がほしい…
そんな方に最適な教室です。生活習慣を見直して、元気な体をつくりませんか？
　メタボリックシンドロームについての講義、調理実習や栄養・歯科講座、ウォーキングや家でで
きる運動など、健康づくりのプロフェッショナル（保健師、管理栄養士、歯科衛生士、健康運動指
導士など）があなたの健康を応援します！

燃
や
す
の
は

　

 

強
い
意
志
と

 

体
脂
肪

�

（
杉
並
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
物
語
優
秀
賞
作
品
よ
り
）
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不
妊
治
療
費
の
助
成

み
よ
し
元
気
塾

く
ら
し
文
化
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
１

健康相談等のお知らせ（広島県北部保健所）

相　談 と　　き と　こ　ろ そ　の　他 申し込み・問い合わせ先

心の
健康相談

９月20日㈫ 受付時間
13：00

〜

14：30

広島県北部
保健所

（広島県三次庁
舎第３庁舎内）
三次市十日市東
四丁目６番１号

対　象：
　�ストレス・うつ病など心
の健康について不安のあ
る方およびその家族など
スタッフ：
　精神科医師・保健師

電話でご予約ください。
秘密は厳守します。
広島県北部保健所
保健課　保健対策係
☎（0824）63-5181㈹
� （内線3342、3343）
（0824）63-5190
※�電話をお使いになれない場合は
FAXでお申し込みください。

エイズ
検査・相談

９月14日㈬

検査は無料・匿名で受けら
れます。結果はその日にお
知らせできます。
相談は随時実施しています。

第
２
回
「
メ
タ
ボ
で
何
が
悪
い
！
」

●
と
　き

　
８
月
27
日
（
土
）

�

受
付
12
時
30
分　
開
始
13
時

●
と
こ
ろ

　
三
次
市
文
化
会
館　
大
会
議
室

●
講
　師

　
医
療
法
人
社
団
和
風
会　
橋
本
病
院

�

院
長　
望も
ち
月づ
き
俊と
し
男お

さ
ん

●
内
　容

　

�

数
年
前
、
日
本
人
男
性
で
は
少
し
太

め
の
方
が
長
生
き
で
あ
る
と
い
う
医

学
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

少
し
メ
タ
ボ
気
味
で
あ
る
人
が
長
生

き
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
い
っ
た
い

「
メ
タ
ボ
で
何
が
悪
い
！
」の
だ
ろ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
三
次
市
文
化
会
館

　
☎（
０
８
２
４
）６
３

－

６
３
３
５

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

６
３
３
７

8月の
献血

と　き
　８月20日（土）
　　11：30〜15：00
ところ
　サングリーン、CCプラザ
実施団体等
　第29回　頑張ろう日本
� 愛の献血運動
　主催：三次ライオンズクラブ

と　き
　８月26日（金）
　　10：00〜12：00
　　13：00〜15：00
ところ
　広島県三次庁舎
実施団体等
　主催：広島県備北
　　　　　　　地域献血会

　
市
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
て

い
る
ご
夫
婦
に
対
し
て
、
治
療
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・
三
次
市
に
住
所
の
あ
る
方

・
広
島
県
の
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に

お
い
て
不
妊
治
療
費
助
成
が
決
定
し

た
方

・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯

●
助
成
内
容

　
指
定
医
療
機
関
で
、
体
外
受
精
ま
た

は
顕
微
授
精
に
要
し
た
費
用
に
対
し
て
、

１
回
15
万
円
を
上
限
と
し
初
年
度
は
３

回
ま
で
、
次
年
度
目
以
降
は
年
２
回
を

上
限
に
、
通
算
５
年
間
（
通
算
10
回
ま

で
）
助
成
し
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
広
島
県
不
妊
治
療
費
助
成
承
認
決
定

の
日
か
ら
起
算
し
て
１
カ
月
以
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
５
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
２

　

kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp
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青
少
年
育
成

だ
よ
り

青
少
年
育
成
三
次
市
民
会
議
は
、
三
次

市
内
の
19
町
民
会
議
で
構
成
さ
れ
、
青

少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
様
々
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
マ
ス
コ
ッ
ト

�

ゆ
っ
ぴ
ー

「
お
は
よ
う
。」

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
〜
す
。」

　
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
ま
す
。

　

布
野
町
民
会
議
で
は
、
７
月
４
日
、

町
内
４
カ
所
で
、「
朝
の
あ
い
さ
つ
運

動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
、
７
月
と
11
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
・
冬
休
み
に
は
、
水
曜
日
と

金
曜
日
の
夜
間
、
布
野
地
域
生
活
安
全

推
進
員
や
少
年
補
導
協
助
員
と
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
、
町
内
の
小
・
中
学
生

を
対
象
に
、「
防
犯・防
火
」
や
「
平
和・

人
権
」
を
テ
ー
マ
に
、
標
語
や
短
歌
を

募
集
し
ま
す
。
昨
年

は
、
標
語
１
０
６
点
、

短
歌
85
点
も
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
笑

顔
で
、
健
や
か
に

育
っ
て
い
く
よ
う
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

お
は
よ
う
！

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

登
下
校
１
１
０
番

 

ス
テ
ッ
カ
ー
作
成

青
少
年
育
成
布
野
町
民
会
議

青
少
年
育
成
三
次
町
民
会
議

　
三
次
町
民
会

議
で
は
、
登
下

校
１
１
０
番
ス

テ
ッ
カ
ー
が
古

く
な
り
傷
ん
で

い
た
の
で
、
三

次
小
学
校
・
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
連
携
し
て
、

新
し
く
２
０
０

枚
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
三
次
小
学
校
区
の
皆
さ
ん
に
店
頭
や

玄
関
先
へ
の
貼
付
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
貼
付
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
も
増
え
、
現
在
１
２
０
軒
を
超
え
る

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
、
ス
テ
ッ
カ
ー
の
在
庫

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
三
次
町
民
会
議
事
務
局
（
☎

０
８
０

－

５
６
１
２

－

２
１
０
１
片

岡
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す

膠こ
う

原げ
ん

病び
ょ
う

講
演
会
・
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
す

広
島
県
歯
科
医
師
会

「
11
月
８
日　

い
い
歯
の
日

 

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」作
品
募
集

●
と
　き　
９
月
11
日
（
日
）

�

13
時
〜
15
時

●
と
こ
ろ　
三
次
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

●
対
　象　

�

膠
原
病
の
患
者
・
家
族
、

保
健
・
福
祉
関
係
者

●
内
　容

・
講
演
会

　
演
題
「
膠
原
病
の
最
新
の
治
療
と

�

日
常
生
活
の
注
意
点
」

・
患
者
、
家
族
交
流
会

�

（
杉
山
教
授
を
囲
ん
で
）

　

講
師
、
助
言
者

　
広
島
大
学
病
院
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
科

 

教
授　

杉す
ぎ

山や
ま

英え
い

二じ

さ
ん

●
申
込
締
切　
９
月
５
日
（
月
）

●
主
　催　

�

広
島
県
北
部
保
健
所
、

　
　
　
　
　
全
国
膠
原
病
友
の
会

�

広
島
県
支
部

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

 

健
康
増
進
係

　
☎
（
０
８
２
４
）
６
３

－

５
１
８
１

 

（
内
線
３
３
４
４
）

　

（
０
８
２
４
）
６
３

－

５
１
９
０

　
歯
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
思
い
出
や
健

康
法
な
ど
に
つ
い
て
、
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
ま
と
め
、
郵
送

に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
　
　象　

�
広
島
県
内
在
住
の
小
学

生
以
上
の
方

●
応
募
締
切　
９
月
３
日
（
土
）
�

※
当
日
消
印
有
効

※�

詳
し
く
は
、広
島
県
歯
科
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.hpda.or.jp

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
歯
科
医
師
会

　
「
い
い
歯
の
日
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」係

　
〒
７
３
４

－

０
０
４
３

　
広
島
市
中
区
富
士
見
町
11

－

９

　
☎（
０
８
２
）２
４
１

－

５
５
２
５
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相　談 と　き ところ 対　象 内容など 申し込み・問い合わせ先

子育て相談
９月14日㈬
10：00〜12：00

みわ
保健センター

乳幼児と
その保護者 身体計測、離乳食、食事、歯とお口、

育児のことなど気軽にご相談ください。福祉保健部健康推進課母子保健係
☎（0824）62-6257
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

８月23日㈫
９：30〜11：00

三次市福祉保健
センター３階

乳幼児と
その保護者

パパママ
スクール

９月11日㈰
13：30〜16：00

三次市福祉保健
センター３階

おおむね妊娠５
カ月以降の妊婦
さんとその家族

もうすぐお父さん・お母さんになる
方を対象にパパママスクール（マタニ
ティークラス）を開催します。
・申込締切　９月８日（木）

マタニティー
＆ヤングママ
料理教室

９月２日㈮
10：00〜13：00

三次市生涯学習
センター
３階調理室

妊婦さん、子育
て中のお母さん

妊娠中の食事で気になることはありま
せんか？調理実習を通して不安を解消
しましょう！
・申込締切　８月26日（金）

福祉保健部健康推進課
　　　　　　　健康食育推進係
☎（0824）62-6232
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

離乳食講座

８月26日㈮
13：30〜15：30

三次市生涯学習
センター
３階調理室

６カ月頃までの
乳児を子育て中
の保護者

みんなで一緒に離乳食を作りながら、
楽しく交流しましょう！10名で締切
ります。
・託児を行いますので、ご希望の方は
お知らせください。
・申込締切　８月19日（金）

９月16日㈮
13：30〜15：30

三次市生涯学習
センター
３階調理室

７カ月頃〜18
カ月頃までの乳
児を子育て中の
保護者

みんなで一緒に離乳食を作りながら、
楽しく交流しましょう！定員は10名
です。
・託児を行いますので、ご希望の方は
お知らせください。
・申込締切　９月９日（金）

８月29日㈪
13：30〜15：30

吉舎
保健センター

５カ月頃〜18
カ月頃までの乳
児を子育て中の
保護者

みんなで一緒に離乳食を作りながら、
楽しく交流しましょう！定員は10名
です。
・託児を行いますので、ご希望の方は
お知らせください。
・申込締切　８月22日（月）

福祉保健部健康推進課
　　　　　　　健康食育推進係
☎（0824）62-6232
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp
吉舎支所　　　☎（0824）43-3111
甲奴支所　　　☎（0847）67-2121
三良坂支所　　☎（0824）44-3111

行事のお知らせ

接種の公費助成を行っています
子宮頸がん予防ワクチン ヒブワクチン 小児用肺炎球菌ワクチン

問い合わせ先　福祉保健部健康推進課母子保健係　☎（0824）62-6257 　 （0824）62-6382
 　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp　または各支所総合調整係

　子宮頸がん予防ワクチンの初回接種を再開しています。
　この予防接種は法律上の義務はありませんので、希望される場合は申請が必要です。
●ワクチンの種類・対象者等

ワクチンの種類 接種の目的・効果 対象者（※１） 接種が必要な回数 助成金額
子宮頸がん
予防ワクチン

子宮頸がんを
予防する

中学１年生〜
高校１年生相当の女子（※２） ３回 １回あたり

15,500円以内
ヒブ（インフルエンザ
菌ｂ型）ワクチン 細菌性髄膜炎を

予防する
生後２カ月〜
５歳未満の乳幼児

４回〜１回
（接種開始月齢により

異なります）

１回あたり
7,000円以内

小児用
肺炎球菌ワクチン

１回あたり
10,000円以内

※１　三次市に住民登録または外国人登録されている方が対象です。
※２　平成７年４月２日〜平成11年４月１日生まれの方が対象です。

　　・無料接種の期間は、平成24年３月31日までとなっていますので、３回分を無料で接種するには９月30日までに初
回の接種を始めてください（６カ月間で合計３回の接種が必要です）。

　　・昨年度、受診券を交付済みの高校２年生相当の年齢の方は、９月30日までに１回目の接種を始めてください。10
月以降に１回目の接種を受けた方は無料接種の対象になりませんので注意してください。

●公費助成期限と助成回数
　平成24年３月31日までに接種した回数分を助成します。
●接種方法等
　接種を希望される方は、接種前に申請が必要です（印鑑が必要）。
　申請時に交付する受診券を委託医療機関に持参のうえ、接種を受けてください。
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問い合わせ先　福祉保健部健康推進課母子保健係　☎（0824）62-6257　 （0824）62-6382
 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp　または各支所

ポリオ（急性灰白髄炎）予防接種を行います

児童扶養手当の「現況届」はお済みですか？

　三次市に住所がある生後３カ月〜 90カ月未満の方（標準的な接種年齢は生後３カ月〜 18カ月の
間）を対象にポリオ（急性灰白髄炎）の予防接種を行います。料金は無料です。母子健康手帳を持っ
て、お住まいの地域の実施日に所定の会場にお越しください。

　現在、児童扶養手当を受けている母子家庭の母や
父子家庭の父および養育者の方（所得制限により停
止中の方も含む）は、資格を継続するために、毎年
現況届を提出する必要があります。対象者には、８
月初めに現況届のご案内を送付していますので、必
ず８月中に必要書類をそろえて提出してください。
●受付期間　８月 31日（水）まで
※土・日曜日を除く８時 30分〜 17時 15分
※�８月 12・19・26日の金曜日は、育児支援課のみ 19時
まで受け付けます。
●受付場所　育児支援課または各支所

問い合わせ先
　子育て支援部育児支援課育児支援係
　☎（0824）62-6148　 （0824）62-6300
　 ikuji@city.miyoshi.hiroshima.jp

特別児童扶養手当の
「所得状況届」はお済みですか？
　現在、特別児童扶養手当を受給されている方（支
給停止中の方も含む）は、資格を継続するために、
所得状況届を提出する必要があります。対象者には
事前にご案内を送付していますので、必要書類をそ
ろえて提出してください。
●受付期間　８月 11日（木）〜９月 12日（月）
　※土・日曜日を除く８時 30分〜 17時 15分
●受付場所　育児支援課または各支所

問い合わせ先
　子育て支援部育児支援課児童家庭相談係
　☎（0824）62-6247　 （0824）62-6300
　 ikuji@city.miyoshi.hiroshima.jp

●日程・会場
・三次会場（みよしまちづくりセンター）

実　施　日 対象地域
9月 14日（水）神杉地区・十日市東

9月 21日（水）十日市南・十日市西・十日市中・十日市町

10月 5日（水）田幸地区・酒河地区・粟屋町・南畑敷町・四拾貫町・後山町
10月 19日（水）畠敷町

10月 26日（水）三次地区・河内地区・和田地区・君田町・布野町・作木町

・吉舎会場（吉舎保健センター）
実　施　日 対象地域
9月 27日（火）

吉舎町・三良坂町・甲奴町
10月 24日（月）

・三和会場（みわ保健センター）
実　施　日 対象地域
9月 26日（月）川西地区・川地地区・三和町

※�体温は、医師の予診の直前に会場で測り、予診票に記入
してください。
※�体調不良や都合により対象日に受けられない場合は、他
の実施日に受けてください。
※接種前後約 30分は、飲食を控えてください。

●接種方法　経口接種　　●受付時間　 1 2時 4 5分〜1 3時 2 0分

「児童扶養手当」とは？
　18歳到達後最初の３月31日までの子（重度の障害の
場合は20歳未満の子）を監護・養育している母子家庭
の母や父子家庭の父および養育者に支給される手当です。
・婚姻の届をされていなくても事実上の婚姻関係の場合
は、支給されません。（父または母が重度の障害の場
合と養育者の場合は除く。）

・対象児童が年金の加算になっている場合や受給者本人
が年金受給の場合も支給されません。

・手当額は本人や扶養義務者の所得などにより異なります。
・申請には戸籍などの添付書類が必要ですが、手当の支
給要件によって必要書類が異なりますので、まずはご
相談ください。

「特別児童扶養手当」とは？
　障害児の福祉の増進を図ることを目的に、身体、知的
または精神に障害のある20歳未満の児童を監護する父
もしくは母、または父母に代わってその児童を養育して
いる方に支給される手当です。
【手当額（月額）】
　・１級（重度）　50,550円
　・２級（中度）　33,670円
【支給要件】
　・�請求者本人、その配偶者および扶養義務者の所得が
一定額未満

　・対象児が施設に入所していない
　・対象児が障害を理由とする年金を受けていない　など
※�支給要件に該当する方で現在手当を受給されていない方は、お
問い合わせください。
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作ってみませんか「ふるさとランチ」メニュー
６月19日・10月19日・１月19日は「みよしふるさとランチの日」

　「ふるさとランチ」とは栄養バランスのとれた学校・保育所給食に、三次産の米や野菜
などをふんだんに取り入れたものです。旬の野菜を使ったおいしい「ふるさとランチ」メ
ニューを紹介します。ぜひ、ご家庭でも作ってみてください。

み
よし

発地産
地消のすすめ

８月の
テーマ 保育所給食メニュー（統一献立）

●ごはん　●マーボーなす
●わかめの酢の物　わかめ・しらす・きゅうり・キャベツ・人参の酢の物

●ぶどう
●麩のすまし汁　麩・玉ねぎ・じゃがいも・人参が入った煮干だしの汁

なす
なすの鮮やかな紫色はポリフェノールの一
種でアントシアニンという色素成分です。
優れた抗酸化作用があり、動脈硬化や高血
圧などの生活習慣病を予防する効果がある
といわれています。

マーボーなす
■材料（１人分）

なす……………………………30ｇ
揚げ油………………………… 適量
木綿豆腐………………………40ｇ
豚ミンチ………………………15ｇ
玉ねぎ…………………………10ｇ
青梗菜（ちんげんさい）…………10ｇ
ねぎ…………………………… ５ｇ
しょうが……………………… 少々
　　砂糖……………………… １ｇ
Ⓐ　しょうゆ………………… ３ｇ
　　みそ……………………… ２ｇ
片栗粉……………………… 0.6ｇ

■作り方

①なすは乱切りにして、素揚げする。
②豆腐はさいの目に切り、熱湯で茹でる。
③玉ねぎはみじん切り、青梗菜は２㎝幅に切り、ねぎは小口
切りにする。
④フライパンに油（分量外）を熱し、しょうがと豚ミンチ・玉
ねぎ・青梗菜を炒め、Ⓐを加えて煮る。
⑤④になすと豆腐、ねぎを加えて火を通し、水溶き片栗粉を
加えとろみをつける。

問い合わせ先　福祉保健部健康推進課健康食育推進係
 ☎（0824）62-6232 　 （0824）62-6382　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

三次市子育てサポート事業
まかせて会員講習会を開催します

「すくすくおしゃべりクラス」に
参加してみませんか？

　子育てサポート事業は、育児の援助を受けたい
人（おねがい会員）と応援したい人（まかせて会
員）が子育てを助け合う相互援助活動です。この
たび、まかせて会員になるための講習会を開催し
ます。子育ての協力をしたい方、ぜひご参加ください。
●と　き　９月29日（木）13時 30分〜16時
●ところ　三次市福祉保健センター
� ４階ふれあいホール
●対象者　�三次市に住所があり、子育ての支援

がしたい方
●申込締切　９月 16日（金）
※託児あり（要申込）

申し込み・問い合わせ先
　子育て支援部育児支援課育児支援係
　☎（0824）62-6148　 （0824）62-6300
　 ikuji@city.miyoshi.hiroshima.jp

　親同士の交流・情報交
換の場として「すくすく
おしゃべりクラス」を開
催します。お気軽にご参
加ください！
●と　き　�８月 29日（月）・９月 12日（月）・

９月 30日（金）�1 0時〜1 1時 3 0分
●ところ　�三次市福祉保健センター３階　多目

的室大ホール
●対象者　市内在住の生後２カ月〜７カ月の親子
●内　容　�子育ての情報交換を通して、親同士

の輪を広げていきます。
●スタッフ　保育士

申し込み・問い合わせ先
　酒屋地域子育て支援センター
　☎・ （0824）63-2261

※保育所給食の１人分は３歳〜６歳の量です。大人はこの分量を1.5倍してください。
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PET ボトルの分け方　〜　  と　  の違いについて〜

　軽量で、丈夫で、安全性の高いPETボトルは、清涼飲料水をはじめ、調味料、洗剤などの容器とし
て幅広く使用されていますが、その用途によってリサイクル方法が違うため、分別方法も異なります。
　PETボトルは、「資源有効利用促進法」により、「PETマーク」の表示義務がある容器と「プラマー
ク」の表示義務がある容器とに分類されます。

　簡単に洗浄できるペットボトルだけに表示してあります。この「PETマーク」は、リサイクルに適したものとして分別・
収集しやすくするために表示されています。

　左図のように材質が表示される場
合もあります。キャップはポリエチレ
ン（PE）で、ボトルはポリエチレン
テレフタレート（PET）であることを
示しています。容器はペットボトルで
すが「プラマーク」なので、分別は「プ
ラスチック資源物」です。

よくある質問　「同じ材質なのになぜ、分別が違うの？」にお答えします。

　市独自のノー包装運動は、９月 30日で終了します。
　10月１日からは、「広島発・ストップ地球温暖化県民運動」の一環として広
島県および他の市町と足並みをそろえ、「レジ袋無料配布中止」に取り組みます。

◆ 満了カードと環境配慮品の交換は平成 23 年 10 月
31日までです。

※ 満了になっていないカードと環境配慮品の交換はできません。

◆ お持ちのポイントカードは、三次市が行うイベ
ント（11月６日（日）予定）で「抽選券」とし
て利用できます。（満了、未満は問いません。）

三次市買い物袋持参・ノー包装運動の「ポイント交換制度」は
平成 23 年９月 30 日で終了します

プラスチック製の容器包装には、左の「法定プラマーク」の
表示が義務付けられています。分別の参考にしてください。

【プラスチック製容器包装】
の法定識別マーク

様 々 な プ ラ ス
チック製品の原
料になります。

PET ボトル の法定識別マーク

その他のペットボトル

資 源 物
《指定袋：青字》

プラスチック資源物
《指定袋：黄字》

※簡単に洗浄できるペットボトル

ドレッシング、焼肉のタレ、洗剤の容器など

清涼飲料水、酒類、醤油、みりん、酢　など
主に、衣類、文具類、靴などなどの原料になります。
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　総合窓口センター　環境政策課　業務管理係　☎（0824）66-3449
　 （0824）66-3168　 shigen@city.miyoshi.hiroshima.jp

問い合わせ先

クリーンセンター から
from Clean Center
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問い合わせ先
　総務省中国四国管区行政評価局
　☎（082）228-6173　 （082）228-4955

と　　き と　こ　ろ

８月16日㈫ ９時〜 12時 みらさか福祉センター

８月21日㈰ 10時30分〜 16時 三次市福祉保健センター

８月23日㈫ 10時〜 15時 吉舎支所

８月25日㈭ 10時〜 11時30分 君田保健センター

９月９日㈮ ９時〜 12時 甲奴老人福祉センター

９月13日㈫
10時〜 15時 吉舎支所

10時〜 15時 みわ保健センター

※�日程は変更される場合がありますので、ご利用の際は、お
問い合わせください。

　総務省では、国や特殊法人の仕事について
の苦情の解決やご意見・ご要望の実現に向け
て、行政相談委員による相談所を開設してい
ます。お気軽にご利用ください。

行政相談委員の相談所　開設
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校
な
ど
で

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
説
明
を

繰
り
返
す
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

乳
幼
児
期
か
ら
の
継
続
し
た
記
録
に
よ
り
、

一
貫
し
た
支
援
が
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
利
用
対
象
者

　
知
的
障
害
や
発
達
障
害
の
あ
る
方
と

そ
の
保
護
者

※�

そ
の
他
の
障
害
の
あ
る
方
、
支
援
が
必
要
な

方
と
そ
の
保
護
者
も
利
用
可
能
で
す
。

●
利
用
方
法

　
病
院
、
保
育
所
、
学
校
、
相
談
窓
口
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
な
ど
で
、
ご
本

人
の
成
育
歴
や
健
康
状
態
、
ケ
ア
の
仕

方
な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
き
に
提
示
し
ま
す
。

●
配
付
方
法

　
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
・
健
康
推

進
課
、
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
育

て
支
援
部
育
児
支
援
課
・
こ
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
お
よ
び
各
支
所
に
て
無
料
で
配
付

し
て
い
ま
す
。

※�

受
け
取
り
の
際
に
、
支
援
が
必
要
な
方
や
保

護
者
の
情
報
を
、
受
付
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

−

２
０
５
１

　

（
０
８
２
４
）６
２

−

６
２
８
５

　

fukushi@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
子
育
て
支
援
部
育
児
支
援
課
育
児
支
援
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

−

６
１
４
８

　

（
０
８
２
４
）６
２

−

６
３
０
０

　

ikuji@city.m
iyoshi.hiroshim

a.jp

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
教
育
指
導
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

−

６
１
８
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

−

６
２
８
８

　

gakkou@city.miyoshi.hiroshima.jp
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市
で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
と

な
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

　

８
月
22
日（
月
）
13
時
30
分
〜
15
時

　
布
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

８
月
24
日（
水
）
13
時
30
分
〜
15
時

　
（
新
）十
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料　
無
料

●
講
　師

　

�

講
師
は
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い

知
識
と
具
体
的
な
対
応
方
法
な
ど

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
た

め
の
研
修
を
受
け
た
人『
キ
ャ
ラ
バ

ン
・
メ
イ
ト
』で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
三
次
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

−

１
１
４
４

　

（
０
８
２
４
）６
５

−

２
２
９
９

　

koureisha@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
平
成
23
年
度
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車

券
・
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
の
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
10
月
１
日
以
降
の
申

請
か
ら
は
、
年
間
交
付
枚
数
が
２
分
の

１
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
ま
だ
申

請
さ
れ
て
い
な
い
方
で
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳　

１
級
、
２
級
、

３
級
の
一
部（
体
幹
、
下
肢
、
視
覚

障
害
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
）

・
療
育
手
帳　
Ⓐ
、
Ａ
、
Ⓑ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

�

１
級
、
２
級

●
交
付
内
容

・
１
年
間
で
48
枚（
自
動
車
税
・
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
お
り
、
障
害
者

本
人
が
運
転
さ
れ
る
場
合
は
24
枚
）

・
じ
ん
臓
機
能
障
害
１
級
及
び
３
級

で
、
人
工
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る

方
は
96
枚

※�

10
月
１
日
以
降
の
申
請
の
場
合
、
交
付
枚
数

が
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

�
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
お
よ
び
印

鑑　
※
代
理
申
請
も
可
能
で
す
。

●
受
付
・
交
付
窓
口

　
社
会
福
祉
課
お
よ
び

　
各
支
所
総
合
調
整
係

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

申し込み・問い合わせ先　三次市障害者支援センター
 ☎（0824）65-1131　 （0824）65-1132　 support@p1.pionet.ne.jp

障害者巡回相談
相 談 員
　三次市障害者支援
　センター相談員
� ほか
相談時間
　10時～ 12時

と　き ところ
９月５日㈪ 作木支所
９月６日㈫ 吉舎保健福祉センター
９月８日㈭ みわ保健センター
９月９日㈮ 布野保健センター
９月12日㈪ 君田保健センター
９月13日㈫ 甲奴老人福祉センター
９月15日㈭ みらさか福祉センター

ピア・カウンセリング
統合失調症・うつ病・脊髄損傷・視覚障害・聴覚障害・歩
行障害・脳血管障害の方々がカウンセリングに応じます。
カウンセリング時間：13時30分～15時30分※要予約（３日前まで）

と　き ところ
９月３日㈯ 三次市福祉保健セン

ター２階活動交流室９月17日㈯

「きこえ」に困っている人のための相談会
相 談 員 　伊

だ
達
て
元
げん
一
いち
郎
ろう
（聴覚障害者）

相談時間　９時～ 12時� ※要約筆記あり

と　き ところ

９月10日㈯ 三次市福祉保健セ
ンター１階相談室

知的障害者の相談会
相 談 員 　新

しん
元
もと
史
ふみ
子
こ
（知的障害者相談員）

相談時間　10時～ 12時��※要予約
連 絡 先　☎090-2297-4546（新元）

と　き ところ

９月17日㈯ 三次市福祉保健
センター

　障害者（身体・知的・精神）の生活や就労、家族の悩みな

　統合失調症の方のご家族を対象
に、病気や対応の仕方などを学習
します。日ごろの悩みや思いをお
互いに語り合ってみませんか。
と　き　９月７日（水）
� 1 3時 3 0分〜1 5時 3 0分
内�　容　三次病院デイケアあすな
ろ・グループホームやまびこ（三
次市粟屋町 1731）の見学
　※�13時30分までに三次市福祉保健センター

２階　活動交流室にお集まりください。
対�　象　統合失調症の方のご家族
のみ

申込方法　８月 31日㈬までに電話
でお申し込みください。

統合失調症の方の
家族学習会

障害者相談会開催のお知らせ

どの相談に障
害者支援セン
ター相談員な
どが応じます。
お気軽にご相
談ください。

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部　
社
会
福
祉
課

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

−

２
０
５
１

　

（
０
８
２
４
）６
２

−

６
２
８
５

　

fukushi@city.miyoshi.hiroshima.jp
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初級園芸福祉士養成講座�

働くよろこび見つけられるまち
〜障害者就業支援ネットワーク構築を足がかりにして〜

備北圏域障害者就業支援シンポジウム

申し込み・問い合わせ先　三次市障害者支援センター
 ☎（0824）65-1131　 （0824）65-1132　 support@p1.pionet.ne.jp

申し込み・問い合わせ先
　一般社団法人　備北地域生活支援協会　備北圏域障害者総合就業・生活支援センター（松本）
　〒 728-0013　三次市十日市東 3 丁目 14 番 25 号　三次市生涯学習センター内
 ☎（0824）63-1896　 （0824）63-1897

　この講座は、園芸福祉の実践活動を地域の中で、円滑に推進するうえで必要と思われる全般的な
知識や実践ノウハウを習得し、地域に根付かせ大きな輪に育てていく役割を担える人材を養成する
ことを目的として行います。
※この講座の受講者は、みよし園芸福祉ネットワークの会員となり、市の園芸福祉活動に参加していただきます。

　昨年４月、雇用と福祉の連携事業として備北圏域にも障害者就業・生活支援センターが設置され
ました。障害者が仕事を続けていくためには、地域の理解と就労支援ネットワークによる多様な働
き方を創り出していく取り組みが不可欠です。
　このシンポジウムでは、障害者もふつうに暮らせるまちづくりを実践されている可部（広島市安
佐北区）の取り組みに学びながら、備北圏域においても障害者雇用が進み、誰もが「働くよろこび
を見つけられるまち」を展望できるよう、皆さんと一緒に考えてみたいと思います。
●と　き　９月 16日（金）　13時〜 17時
●ところ　三次市福祉保健センター
� ４階ふれあいホール
●主　催　�備北圏域障害者総合就業・生活支援

センター
●共　催　三次市障害者支援センター
●後　援　三次市、庄原市

●プログラム
・公開講座
【演題】「福祉はまちづくり
� 〜障害者が暮らし働ける地域をめざして〜」
【講師】�NPO法人ウイング理事（広島国際学院大学教授）
� 佐

さ
々
さ
木
き
哲
てつ
二
じ
郎
ろう
さん

・パネルディスカッション

●と　き
・前期：10月１日（土）・２日（日）
・後期：10月 29日（土）・30日（日）
※�平成 24年２月、今回の受講者を対象に「初級園芸福祉士」
の認定試験を本市で行います。（別途受験料が必要です。）
●ところ　三次市福祉保健センター
●日　程（全４回）

日　程 講　義　内　容

前　

期

10月１日（土）
13:00 〜 17:00

オリエンテーション
園芸福祉とは

10月２日（日）
10:00 〜 17:00

活動を地域の中に普及する
コミュニティづくりに生かす（モデルプラン立案）

後　

期

10月 29日（土）
11:00 〜 17:00 植物をよく知り活用しましょう

（モデルガーデン実習）

10月 30日（日）
９:30〜 17:00

誰もが楽しめるプログラム（ペットボトル実習）
修了式

●対象者（募集定員50名）
　市内に在住している人または勤務している人
※応募者多数の場合は、選考により受講者を決定します。
※�市内在住・在勤以外の方も、若干の申し込みを受け付けます。
その場合の受講料（36,600円）は全額自己負担となります。
詳しくはお問い合わせください。
●申込締切　８月 31日（水）
●受講料（自己負担分）　5,000円（受講決定後に口座振込）
※受講料 36,600 円のうち、31,600 円を市が助成
●主　催　三次市、三次市障害者支援センター
●共　催　NPO法人日本園芸福祉普及協会
●園芸福祉活動とは？
　�『花や野菜を育ててみんなで幸せになろう』一言でいえば、これが園芸
福祉の活動です。この活動は代替治療の分野から環境保全や地域・ま
ちづくり、さらに情操教育や高齢者福祉まで幅広く展開されています。
これらの実践活動のコーディネーター役になるのが、NPO法人　日本
園芸福祉普及協会が認定する「初級園芸福祉士」です。全国で約4,000
名が活躍しており、昨年度三次市では50名が受講しています。
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市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
消
費
生
活

の
安
全
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
報
道
の
視
点
か
ら
見
た
消
費
者
問

題
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
報
道
解
説
者
の

辛し
ん
坊ぼ
う
治じ

郎ろ
う
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
と
　き　
９
月
３
日
（
土
）

�

13
時
受
付　
13
時
30
分
開
会

●
と
こ
ろ　

�

み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー　
ぺ
ぺ
ら
ホ
ー
ル

●
演
　題　

�「
報
道
現
場
か
ら

�

〜
情
報
の
正
し
い
判
断
〜
」

●
講
　師
　辛
坊
治
郎
さ
ん

�

（
テ
レ
ビ
出
演
等
で
幅
広
く
活
躍
中
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
課

 

総
合
相
談
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
２

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　

shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

●
交
通
遺
児
等
（
育
成
資
金
）
貸
付

　
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
ま
た
は

重
度
後
遺
障
害
者
に
な
ら
れ
た
方
の
お

子
さ
ん（
０
才
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
）

に
対
し
て
、
育
成
資
金
が
無
利
子
で
貸

し
付
け
さ
れ
ま
す
。

●
介
護
料
の
支
給

　
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
、
重
度
後
遺

障
害
者
に
な
ら
れ
た
方
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方

に
対
し
て
、介
護
料
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
独
立
行
政
法
人　
自
動
車
事
故
 

対
策
機
構
広
島
主
管
支
所

　
☎（
０
８
２
）２
９
７

－

２
２
５
５

　

（
０
８
２
）２
９
７

－

２
２
５
１

　
広
島
県
で
は
、
旧
軍
人
・
軍
属
、
遺

族
な
ど
の
援
護
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
受
給
資
格
、
請
求
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
相
談
の
あ
る
方
は
、
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

「
消
費
生
活
講
演
会
２
０
１
１
」

を
開
催
し
ま
す

旧
軍
人・軍
属
、遺
族
な
ど
の

援
護
相
談
会

ご
存
知
で
す
か
？

交
通
遺
児
等（
育
成
資
金
）

貸
付・介
護
料
支
給

これらは、ＤＶです
◆殴られる　　　◆無断でメールをチェックされる
◆無視される　　◆生活費を渡されない
◆脅される　　　◆監視される

悩まないで あきらめないで 勇気をだして

相談・問い合わせ先
　地域振興部地域振興課ひとづくり係
� ☎・ （0824）64-2832

（秘密は厳守します）

●
と
　き

　
９
月
30
日
（
金
）　
10
時
〜
15
時

●
と
こ
ろ

　
広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎

�

１
階
１
０
１
会
議
室

�

（
☎
０
８
２
４

－

６
３

－

５
１
８
１
）

●
相
談
内
容

　
恩
給
関
係
、
遺
族
援
護
関
係
、
戦
傷

病
者
援
護
関
係
お
よ
び
引
揚
援
護
関
係

※�

広
島
県
庁
社
会
援
護
課
（
本
館
５
階
）
で
は
、

月
曜
か
ら
金
曜（
休
日・祝
日
を
除
く
）ま
で
、

毎
日
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
健
康
福
祉
局
社
会
援
護
課

　
☎（
０
８
２
）５
１
３

－

３
０
３
６

広告
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基
本
計
画
策
定
検
討
委
員
会
で
は
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
を

も
と
に
、
基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
７
月
末
に
市
長
へ
基
本
計
画（
案
）が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
案
を
も
と
に
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
を
も
と
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
設
計
者
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

（
仮
称
）三
次
市
民
ホ
ー
ル
建
設
基
本
計
画
の
概
要

■
基
本
的
性
格

三
次
市
の
メ
イ

ン
ホ
ー
ル
に

○
他
の
施
設
と
の
棲
み
分
け
、
三
次
市
の
中
心
的
な
ホ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

○
客
席
数
は
１
，
０
０
０
席
規
模
、
延
床
面
積
を
６
，
０
０
０
㎡
以
内
と
す
る
。

多
目
的
な
利
用

に
対
応
で
き
る

ホ
ー
ル
に

○
市
民
が
広
く
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
幅
広
い
演
目
・
用
途
へ
の
対
応
を

可
能
と
す
る
。

○
特
色
を
持
ち
な
が
ら
も
多
目
的
な
利
用
に
対
応
で
き
る
機
能
を
持
っ
た
ホ
ー
ル
と
す
る
。

舞
台
芸
術
の
鑑

賞
か
ら
、
日
常
的

な
市
民
の
創
造
・

交
流
の
場
に

○
市
内
最
大
規
模
の
施
設
と
し
て
大
型
の
鑑
賞
事
業
を
実
施
す
る
。

○
市
民
の
文
化
芸
術
活
動
に
寄
与
で
き
る
よ
う
な
体
験
事
業
や
育
成
事
業
を
行
う
。

○
市
民
祭
な
ど
の
施
設
全
体
を
活
用
し
た
事
業
も
実
施
す
る
。

○
ホ
ー
ル
以
外
の
ス
ペ
ー
ス
は
市
民
の
日
常
的
な
創
造
・
交
流
の
場
と
し
て
計
画
す
る
。

環
境
に
や
さ
し

い
ホ
ー
ル
に

○
立
地
を
踏
ま
え
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
よ
る
省
エ
ネ
や
電
力
補
助
を
行
い
、
周
辺

景
観
の
み
な
ら
ず
都
市
環
境
に
も
配
慮
し
た
施
設
と
す
る
。

○
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
な
が
ら
も
、
自
然
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
施
設
と
す
る
。

■
施
設
構
成

ホ
ー
ル
部
門

○
客
席
数
１
，
０
０
０
席
規
模　
○
座
り
心
地
の
良
い
、
ゆ
と
り
を
も
た
せ
た
客
席　
○
車
椅
子
席
、
親

子
室
を
設
置　
○
女
性
ト
イ
レ
の
数
は
基
準
の
１・５
〜
２
倍
程
度　
○
舞
台
開
口
８
間（
14
・
５
ｍ
）程
度

○
大
楽
屋
は
最
大
人
数
70
人
程
度　
○
駐
車
場
は
３
０
０
台
程
度
を
確
保

創
造
支
援
部
門

○
日
常
的
な
練
習
や
小
規
模
の
発
表
が
可
能
な
リ
ハ
ー
サ
ル
室　
○
創
作
活
動
を
支
援
す
る
大
小
ス
タ
ジ

オ
、
練
習
室
、
多
目
的
室
、
カ
フ
ェ
の
設
置

問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
部
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

−

６
１
１
５　

（
０
８
２
４
）６
２

−

６
１
３
７

　

kikaku@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

市
民
ホ
ー
ル
建
設
に
向
け
て

シリーズ

Vol.6

消
費
者
の
味
方

■
相
談
事
例

　
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
壁
の
塗
装

工
事
を
勧
め
ら
れ
話
を
聞
い
て
い

た
。
す
る
と
他
の
作
業
員
が
勝
手
に

壁
に
水
を
か
け
て
壁
に
塗
料
を
塗
り

始
め
た
。
塗
装
工
事
も
済
ん
で
作
業

員
も
怖
か
っ
た
の
で
、
お
金
を
払
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
工
事
が
ず
さ
ん
な

の
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

・
必
要
な
い
工
事
は
き
っ
ぱ
り
断
り

ま
し
ょ
う
。

・
勧
誘
さ
れ
て
も
そ
の
場
で
す
ぐ
に

契
約
せ
ず
、
工
事
の
内
容
や
費
用

を
よ
く
確
認
し
た
上
で
、
家
族
な

ど
に
相
談
し
、
十
分
に
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

・
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
契
約
書
面
を
受

け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ

ば
、
た
と
え
工
事
が
終
わ
っ
て
い

て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能

で
す
。

〈
心
配
な
と
き
は
、

�

消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
〉

　
市
で
は
、
消
費
相
談
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
や
、
心
配
な

と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
相
談
日
時�

毎
週　
月
・
火
・
木
・
金

曜
日
の
９
時
か
ら
16
時

※�

市
で
は
、
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た

め
の
消
費
者
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
や
団
体
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　
市
民
生
活
課
総
合
相
談
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

−

６
２
２
２

　

（
０
８
２
４
）６
３

−

２
８
０
９

　

shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

強
引
な
勧
誘
で
壁
の
塗
装
工
事
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腰痛は「たった
１つの動き」で治る！ おとうさんの手

　著　／吉田始史
出版社／講　談　社

　文　／まはら三桃
　絵　／長谷川義史
　出版社／講　談　社

　

人
類
は
、
直
立
二
足
歩
行
に
よ

り
、
脳
が
飛
躍
的
に
発
達
、
手
も

自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
高

度
な
思
考
、
言
語
を
得
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
腰
痛
は
直
立
二
足

歩
行
が
も
た
ら
し
た
人
間
特
有
の

悩
み
と
な
り
、
日
本
人
の
４
人
に

１
人
は
腰
痛
を
抱
え
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

著
者
は
、
腰
痛
は
「
仙
骨
（
セ

ン
コ
ツ
）
が
救
う
！
」
骨
盤
の
中

心
に
あ
る
こ
の
「
仙
骨
」
を
正
し

い
位
置
に
す
る
だ
け
で
痛
み
が
消

え
る
、
と
い
っ
て
イ
ラ
ス
ト
入
り
で

詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

１
日
、
わ
ず
か
な
時
間
の
運
動

を
続
け
る
だ
け
で
、
腰
痛
か
ら
解

放
さ
れ
る
な
ら
、
ぜ
ひ
手
に
と
っ

て
実
践
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

　
「
目
を
と
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
っ
く
ら
で
し
ょ
う
。
で
も
、
な

に
か
き
こ
え
て
き
ま
せ
ん
か
？

　

目
を
あ
け
て
い
る
と
き
よ
り

も
、は
っ
き
り
か
ん
じ
ま
せ
ん
か
？

　
そ
れ
が
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
に
ひ

ろ
が
る
と
、
見
え
て
く
る
も
の
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

�

（
カ
バ
ー
解
説
よ
り
）

　

著
者
は
、
目
の
見
え
な
い
お

と
う
さ
ん
と
、
娘
の
心
の
つ
な
が

り
を
描
い
て
い
ま
す
。
お
と
う
さ

ん
は
針
治
療
を
し
て
い
る
医
院
に

や
っ
て
来
る
お
客
さ
ん
を
、
に
お

い
で
言
い
あ
て
ま
す
。
耳
を
す
ま

せ
て
き
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
よ
く
わ
か
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。さ
あ
、こ
れ
か
ら
の
季
節
、

目
を
と
じ
て
自
然
の
に
お
い
を
か

い
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。「
お

と
う
さ
ん
の
手
」
に
な
ら
っ
て
！

※日程が変更になる場合があります。

行 事 名 日 時 対 象
三次市立図書館　　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861　※場所はいずれも２階（畳の部屋）です。
このほんだいすきぷーさんの会 ９月３日（土）　10：30〜 幼児から
ぐるんぱ ９月14日（水）　10：30〜 乳幼児から
たんぽぽ ９月17日（土）　14：00〜 幼児から
トトロのよみきかせ ９月24日（土）　15：00〜 幼児から
君田図書館　　☎・（0824）53-7050
ばんびのお話し広場 ９月24日（土）　13：30〜 幼児から
布野図書館　　☎（0824）54-2111　 （0824）54-2429
絵本の会「空色のたね」 ９月８日（木）　10：00〜 乳幼児から
絵本の会「空色のたね」 ９月17日（土）　10：30〜 幼児から
作木図書館　　☎（0824）55-2115　 （0824）55-7010
絵本の会「どんぐり」 ９月20日（火）　15：30〜 幼児から
吉舎図書館　　☎・（0824）43-4513
おはなし広場 ９月14日（水）　10：30〜 幼児から
三良坂図書館　　☎・（0824）44-4506
おはなし会 ９月20日（火）　10：30〜 幼児から
三和図書館　　☎（0824）52-3739　 （0824）52-3740
読書会 ９月２日（金）　13：30〜 一般
絵本の広場 ９月17日（土）　14：00〜 幼児から
おひざにだっこのおはなしタイム ９月28日（水）　10：30〜 乳幼児から
甲奴図書館　☎（0847）67-3532　 （0847）67-3538
「へびくんのおさんぽ」のお話し会 ９月17日（土）　14：00〜 幼児から

新 着 情 報

図 書 館
ニュース

●三次市科学賞受賞作品展示中！
　三次市立図書館では、昨年度の三次市科学賞の受賞作品を展示しています。
　夏休みの宿題で「何をしらべようかな？」「どうまとめたらいいの？」と迷っ
た時、ぜひ参考にしてください。参考になる本も一緒に展示してあります！
※三良坂図書館、三和図書館および甲奴図書館は、特選作品のみ展示

三次市立
図書館
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第24回 吉舎ふれあい祭り第38回 三良坂夏祭り
 盆踊りの夕べ 　大小 5,000 個もの灯ろうが、夜の馬洗川河畔を

彩ります。灯ろうコンテストやステージショー、抽
選会、盆踊りなどのほか、フィナーレでは約 2,800
発の花火が打ち上げられます。

　帰省客と地域住民の交流の場をつくるとともに、
古くから踊り継がれている「三良坂盆踊り」を継承
するためのイベントです。納涼歌謡ショーやお楽し
み抽選会、灯ろうの点灯なども行われます。

問い合わせ先
　吉舎ふれあい祭り実行委員会
　（吉舎生涯学習センター内）� ☎（0824）43-7272

問い合わせ先
　三良坂夏祭り盆踊りの夕べ実行委員会
　（三次広域商工会内）� ☎（0824）44-3141

問い合わせ先　三次音楽家協会
� ☎・ （0824）62-6338　 miyoshi-m-a@excite.co.jp

と　き　８月15日㈪　18時〜
… （花火の打ち上げは、20時40分頃を予定）
ところ　吉舎町親水公園（馬洗川）
… 三次市役所吉舎支所前

と　き　８月15日㈪　19時〜 22時
ところ　三次市役所三良坂支所前駐車場

　東日本大震災の一日も早い復興を願って、気持ちを、思
いを一つにチャリティーコンサートを開催します。

と　き　８月29日㈪　開場18時30分　開演19時
ところ　（新）十日市コミュニティセンター
入場料　1,000円
主　催　三次音楽家協会・みよし児童合唱団
チケット販売所
　…サングリーン、CCプラザ、（新）十日市コミュニティセンター、三次音楽家協会
出演者
みよし児童合唱団、山

やま

本
もと

貴
たか

之
ゆき

（オーボエ）、東
ひがし

谷
だに

聖
しょう

悟
ご

（クラリネット）、山
やま

本
もと

京
きょう

子
こ

（サクソ
フォーン）、淀

よど

川
かわ

萌
もえ

（ソプラノ）、則
のり

貞
さだ

敏
とし

夫
お

（テノール）、中
なか

所
ぞ

優
ゆう

子
こ

・久
く

保
ぼ

田
た

園
その

子
こ

・木
き

津
づ

田
た

真
ま

紀
き

・淀
よど

川
かわ

亜
あ

沙
さ

（ピアノ）
演奏曲目
Dona…Nobis…Pacem、ハバネラ（ラヴェル）、Time…To…Say…Goodbye（サルトーリ）、
オペレッタ「メリーウィドゥ」ヴィリアの歌（レハール）、美しい五月（シューマン）
… その他

※このコンサートの収益金は日本赤十字社を通じて東日本大震災の復興支援に役立てられます。

希望の調べ in みよし
〜東日本大震災チャリティーコンサート〜
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第32回 みわ＊ふるさと
 元気まつり

2011三次物怪まつり

テーマ 「がんばろう日本、三和から笑顔と元気」
　三和町内４つの地域の住民が自ら参加する三和の
夏の一大イベントです。節目を祝う会、演芸などの
ステージ発表
や美味しいもの
がいっぱいのバ
ザーなど内容
盛りだくさんで
す。

　初日は「稲
い
生
のう
物
もの
怪
のけ
絵巻」の最後で山本五郎左衛門

が多くの物怪を引き連れて雲のかなたに去っていっ
た様子を再現し、夜の
三次町石畳を妖怪にな
りきって百

ひゃ
鬼
っき
夜
や
行
こう
（散

歩）します。２日目は
稲
い
生
のう
平
へい
太
た
郎
ろう
がさわった

比
ひ
熊
ぐま
山の神

こう
籠
ご
石
いし
まで登

山します。

問い合わせ先
　みわ＊ふるさと元気まつり実行委員会
　（事務局：三和町自治連合会）�☎（0824）52-7086

問い合わせ先　物怪プロジェクト三次
 （事務局：みよし本通り　MORITOU）
　☎（0824）62-2249
　 （0824）62-2182　 info@m--m.jp
　 http://www.m--m.jp/contents.htm

と　き　８月21日㈰　10時〜
ところ　みわ文化センター

問い合わせ先　三次市文化会館
�☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337

と　き　８月21日㈰
　　　　午前の部 開場９時30分　開演10時
　　　　午後の部 開場13時30分　開演14時
ところ　午前の部 みわ文化センター
 （みわ＊ふるさと元気まつり会場）
　　　　午後の部 三次市文化会館大ホール
入場料　500円

笑って元気に

「話芸・みよし劇場」

問い合わせ先　Gli usignoli（リ ウスィニョーリ）
�☎090-7597-4365　 to-ko@mbk.ocn.ne.jp

三次公演第２弾！ 空飛ぶ笛２
〜バロックから心和む日本歌曲まで〜

と　き　８月19日㈮　開演18時30分（開場18時）
ところ　（新）十日市コミュニティセンター
入場料　…前売り　一般　2,000円（当日2,500円）
　　　　高校生以下　1,000円
… （チケット取り扱い：サングリーン、CCプラザほか）

　三次市消防音楽隊主催の防火広報活動として、プ
ロムナードコンサートを行います。

問い合わせ先　三次市消防団事務局
� ☎・ （0824）63-1192

三次市消防音楽隊
 プロムナードコンサート

と　き　８月21日㈰　開場13時30分（開演14時）

ところ　君田小学校体育館
※駐車場は君田小学校グラウンドをご利用ください。

※お子様連れのご来場も可能です。

　およそ300年前の楽器リコーダー。プロ奏者に
よってまるで飛んでいるかのように軽快に響きわた
ります。出演は江

え

崎
ざき

浩
こう

二
じ

さん、丸
まる

山
やま

朋
とも

子
こ

さんほかです。

仮装妖怪百鬼夜行
と　き…８月27日㈯
… 18時〜 21時
ところ…三次本通り周辺
 （住吉神社〜太歳神社）
… ※受付：照林坊
参加費…500円※お土産付き
※いずれも、８月23日（火）までにお申し込みください。

平太郎体感登山
と　き…８月28日㈰
… ８時〜 10時
ところ…比熊山
… ※受付：鳳源寺境内前
参加費…無料

平成 23 年度　三次市スポーツ・文化振興事業
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　1,285点の応募作品の中か
ら選ばれた大賞・優秀賞・奨
励賞と三次地区の入選作品の
計76点を展示いたします。

　涼やかな秋の宵闇のなか、開
放的な野外ステージでの神楽
団の共演をお楽しみください。

　亡夫　鳳
おおとり
　啓

けい
助
すけ
との闘病や介護についての体験

談。初七日から書き始めたエッセイ「鳳　啓助のポ
テチン闘病記」を発表し話題を呼びました。

問い合わせ先
　はらみちを美術館（君田温泉森の泉内）
�☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119

問い合わせ先　三良坂平和美術館
� ☎・ （0824）44-3214

問い合わせ先　三次市文化会館
�☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337

問い合わせ先　三次市文化会館
�☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337

問い合わせ先　三次広域商工会青年部君田支部
� ☎（0824）53-2039

「お母さんの詩」全応募作品展示

荒
あ ら

瀬
せ

 隆
りゅう

造
ぞ う

・
道
ど う

原
ば ら

　聡
さとし

 二人展

くらし文化セミナー2011　特別講演

「あなたもわたしもイキイキ人生」

第63回 広島県
 美術展巡回展

第29回 
君田近郷
 神楽大会

と　き　〜８月31日㈬
ところ　はらみちを美術館

「昔のお宝展」
と　き　９月５日㈪〜 10月28日㈮
ところ　はらみちを美術館

と　き　９月３日㈯〜 10月２日㈰
ところ　三良坂平和美術館
入場料　…一般400円、65歳以上の方300円、高校

生200円、中学生以下、身体障害者手帳な
どをお持ちの方および介助者は無料

９月４日（日）11時〜　ワークショップ（貼り絵で描くHIROSHIMA）

と　き　９月15日㈭　14時〜

ところ　三次市文化会館　大ホール

講　師　鳳
おおとり

　ハマ子さん（故　鳳　啓介…夫人）
参加費　700円

と　き　９月14日㈬〜 18日㈰
 　開館時間　10時〜 17時
ところ　美術館あーとあい・きさ

と　き　９月３日㈯　18時30分〜

ところ　君田大柳文化公園サンシャインステージ
… ※雨天の場合、君田小学校体育館

問い合わせ先　三次市文化会館
�☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337

広島交響楽団 みよし秋いろコンサート
平成 23 年度　三次市スポーツ・文化振興事業

と　き　11月３日（木・祝）　開場14時　開演14時30分
ところ　三次市文化会館　大ホール
入
（全席指定）
場料　一般3,000円（当日券3,500円）
　　　　ペア5,000円（当日券5,500円）
　　　　高校生以下500円（当日券も500円）
チケット販売所
　…サングリーン、CCプラザ、三次市文化会館、市
役所本館受付、各支所

荒瀬隆造《椅子と柘榴》
道原�聡

《MIYAJIMA》
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た
だ
い
ま 

募
集
中

申し込み・問い合わせ先　自衛隊三次地域事務所　☎・ （0824）62-0350

平成 23 年度　自衛官採用試験
募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

防衛
大学校
学生

推薦

高卒（見込み
含む）から 21
歳未満の方

９月５日（月）
〜８日（木） ９月 24日（土）、25日（日）

一般

９月５日（月）
〜 30日（金）

１次：11月５日（土）、６日（日）
２次：�12 月 13日（火）〜 17

日（土）のうち１日
防衛医科
大学校学生

１次：�10月29日（土）、30日（日）
２次：�12月７日（水）〜９日（金）

のうち１日

看護学生
高卒（見込み
含む）から 24
歳未満の方

１次：10月 22日（土）
２次：�11 月 19日（土）、20日

（日）のうち１日

「
三
次
市
新
庁
舎
建
設
事
業

市
民
懇
話
会
」
委
員
募
集

　
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
基

本
構
想
を
協
議
、
検
討
し
て
い
た
だ
く

「
三
次
市
新
庁
舎
建
設
事
業
市
民
懇
話

会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
新
庁
舎

の
建
設
に
関
心
の
あ
る
方
の
積
極
的
な

ご
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　
若
干
名

●
応
募
資
格

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
ま
た
は
勤

務
す
る
方
で
平
成
23
年
８
月
１
日
現

在
で
20
歳
以
上
の
方

・
平
日
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

・
市
の
設
置
す
る
他
の
審
議
会
お
よ
び

委
員
会
な
ど
の
委
員
で
な
い
方

●
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
次
の
事
項
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

①
名
前��

②
住
所��

③
年
齢��

④
性
別

　
⑤
職
業��

⑥
連
絡
先
電
話
番
号

　
⑦
応
募
の
動
機
等

●
応
募
用
紙

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
、
ま
た
は
市
役
所
本
館
・
東
館
の
受

付
、
各
支
所
に
備
え
付
け
の
も
の
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法

　
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か

●
応
募
締
切

　
平
成
23
年
８
月
31
日（
水
）

●
選
　考

　
三
次
市
公
募
委
員
選
考
委
員
会
に
お

い
て
、
性
別
お
よ
び
年
齢
な
ど
を
考
慮

し
選
考
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
部
総
務
課
行
政
係

　
〒
７
２
８

−

８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
二
丁
目
８
番
１
号

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

−

６
１
５
３

　

（
０
８
２
４
）６
２

−

６
１
３
７

　

soumu@city.miyoshi.hiroshima.jp

平成 23 年度　三次市職員採用資格試験

請求・提出・問い合わせ先　総務部総務課職員係　〒728-8501　三次市十日市中二丁目８番１号
　☎（0824）62-6105　 （0824）62-6137　 soumu@city.miyoshi.hiroshima.jp

●採用職種・受験資格・採用予定人員
採用職種 受験資格（各職種について、すべての条件を満たす人のみ受験可能） 採用予定人員

看護師
または
助産師

①�昭和 41年４月２日以降に生まれた人で、看護師資格を有する人（資格取得見込みの人を含む）
　または昭和37年４月２日以降に生まれた人で、助産師資格を有する人（資格取得見込みの人を含む）
②交替制勤務が可能な人
③平成24年４月１日採用可能な人

20人程度

〜看護師配置７：１をめざして〜
　市では、地域の基幹病院である市立三次中央病院で、さらに安全・安心な医療を提供するために、平成 25年度か
らの看護師配置７：１（入院患者７人に対して看護師１人）の実施に向けて、看護師採用を行います。

●受験案内・申込書の請求・入手方法
○直接受け取る場合
　�　総務部総務課職員係（市役所本館３階）、各支所
総合調整係および市民病院部病院企画課（市立三次
中央病院）で配付します。

○郵送により請求する場合
・請求用封筒の表左下に赤字で「受験案内（看護師・
助産師）・申込書請求」と書き、裏に差出人の郵
便番号、住所および名前を明記してください。

・120円切手を貼ったＡ４版の返信用封筒（あて先、郵
便番号を明記したもの）を同封して請求してください。

※市ホームページからもダウンロードできます。

●試験日程
試験区分 試験日 試験種目
第１次試験 10月２日（日） 適性検査・作文
第２次試験 10月中旬（予定） 面接

※�第２次試験以後の詳しい日程などは、合格者にのみ各合格通知
の際に連絡します。

●申込受付期間
８月11日（木）〜９月21日（水）
※受付時間８時30分〜 17時 15分（土・日・祝日を除く）
※郵送の場合は最終日必着

●採用予定日
平成24年４月１日以降随時
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た
だ
い
ま 

募
集
中

「
み
よ
し
環
境
大
賞
」

「
マ
イ
バ
ッ
グ 

コ
ン
テ
ス
ト
」

　
環
境
を
守
る
た
め
に
市
内
で
活
動
し

て
い
る
団
体
や
個
人
を
表
彰
す
る「
み

よ
し
環
境
大
賞
」
の
候
補
者（
自
薦
・

他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
）と
、「
マ
イ
バ
ッ

グ　
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

　
「
マ
イ
バ
ッ
グ
」
は
、
携
帯
す
る
こ

と
の
で
き
る
手
作
り
の
買
い
物
袋
と

し
、
形
は
問
い
ま
せ
ん
。
自
由
な
発
想

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

市
販
品
や
応
募
者
以
外
が
作
成
し
た
も
の
は

除
き
ま
す
。

●
応
募
方
法

　
そ
れ
ぞ
れ
指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
、
環
境
政
策
課
・
各
支

所
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
締
切
　９
月
16
日（
金
）

※�

い
ず
れ
も
11
月
６
日（
日
）開
催
の「
み
よ
し

環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」で
表
彰
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
環
境
政
策
課

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

−

６
１
３
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

−

６
３
９
７

　

kankyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

●
応
募
資
格

　
広
島
県
内
に
店
舗
を
構
え
、
次
の
４

つ
の
基
準
の
う
ち
２
つ
以
上
を
満
た
す

飲
食
店
で
す
。

・
年
間
を
通
じ
て
三
次
産
の
米
を
お
お

む
ね
５
割
以
上
使
用
し
、
そ
の
こ
と

を
表
示
し
て
い
る
こ
と
。

・
米
を
の
ぞ
く
三
次
産
の
農
産
物
お
よ

び
加
工
品（
原
料
の
７
割
以
上
が
三

次
産
の
農
産
物
）
を
お
お
む
ね
５
割

以
上
使
用
し
た
献
立
を
、
年
間
を
通

じ
て
１
品
以
上
提
供
し
、
そ
の
こ
と

を
表
示
し
て
い
る
こ
と
。

・
食
材
の
仕
入
れ
に
係
る
三
次
産
の
農

産
物
お
よ
び
加
工
品
の
割
合
が
仕
入

金
額
の
お
お
む
ね
５
割
以
上
を
占
め

て
い
る
こ
と
。

・
三
次
産
の
農
産
物
お
よ
び
加
工
品
を

使
用
し
た
献
立
を
今
後
も
増
や
し
て

い
こ
う
と
い
う
意
欲
が
あ
る
こ
と
。

●
認
定
店
の
メ
リ
ッ
ト

　
認
定
店
で
あ
る
こ
と
を
示
す
認
定
証

と
認
定
プ
レ
ー
ト
を
交
付
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
紹
介

な
ど
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
飲
食
店

と
し
て
、
積
極
的
に
認
定
店
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。

●
応
募
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
※�

申
請
書
は
、
市
役
所
お
よ
び
各
支
所
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
締
切　
８
月
26
日（
金
）

●
認
定
期
間　
認
定
日
か
ら
３
年
間

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
部
農
政
課
営
農
推
進
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

−

６
１
６
４

　

（
０
８
２
４
）６
４

−

０
１
７
２

　

nousei@city.miyoshi.hiroshima.jp

「
地
産
地
消
の
店
」
募
集

　
「
三
次
市
地
産
地
消
の
店
」を
ご
存
知
で
す
か
？

　
「
三
次
市
地
産
地
消
の
店
」
と
は
、
三
次
産
の
農
産
物
な
ど
を
積

極
的
に
食
材
に
使
用
し
た
料
理
を
提
供
し
て
い
る
飲
食
店
と
し
て

市
が
認
定
し
た
お
店
で
す
。
現
在
、
34
店
舗
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

募集！

働く者の相談室広島県北
事務所所在地：三次市南畑敷町 127-14（JR 八次駅奥）
TEL・FAX（共通）：0824-63-0999（事務所開設時以外は、携帯電話に転送されます）

Ｅメール：soudansitu@beach.ocn.ne.jp

毎週水曜日18:00 〜 20:00

職場の悩み・トラブル等一人で悩まず相談を！
広告広告

（秘密厳守・相談無料）

労働相談室開設
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「
第
３
回
本
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
」

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

「
三
次
結
婚
支
援
グ
ル
ー
プ

イ
ベ
ン
ト
」
参
加
者
募
集

カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
素
敵
な
出
会
い
を
！

●
対
　象

　

市
内
在
住
お
よ

び
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
方

●
内
　容

　

お
薦
め
の
本
の

紹
介
を
、
定
型
は
が

き
の
大
き
さ
の
用

紙
に
、
本
の
題
名
、
文
章
、
イ
ラ
ス
ト

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
１
枚
の
カ
ー
ド

に
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
。紙
質
や
画
材
、

技
法
は
自
由
で
す
。

※�

著
作
権
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
イ
ラ
ス

ト
や
文
章
な
ど
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　
９
月
30
日（
金
）

●
応
募
方
法

　
市
内
図
書
館
に
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
に
記
入
し
、
市
内
図
書
館
へ
持
参
ま

た
は
三
次
市
立
図
書
館
へ
郵
送
く
だ
さ

い
。

●
表
彰
・
展
示

　

読
書
週
間
期
間
中
の
10
月
29
日

（
土
）に
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

　
入
選
作
に
は
賞
状
・
賞
品
を
授
与
す

る
ほ
か
、
受
賞
作
品
は
市
内
図
書
館
で

巡
回
展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
三
次
市
立
図
書
館

　
〒
７
２
８

－

０
０
１
３

　
三
次
市
十
日
市
東
三
丁
目
14
番
１
号

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

２
６
３
９

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
６
１

●
と
　き　
８
月
21
日（
日
）

●
と
こ
ろ　
江
の
川
カ
ヌ
ー
公
園
さ
く
ぎ

●
対
　象　
独
身
の
男
女

�

（
定
員
：
男
女
各
25
名
）

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

●
参
加
費　
男
女
と
も
３
，
０
０
０
円

●
応
募
締
切　
８
月
15
日（
月
）

●
内
　容　

�

カ
ヌ
ー
体
験
や
バ
ー
べ
キ
ュ
ー

を
楽
し
み
な
が
ら
交
流

●
日
　程

　

９
時　

 

み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
集

合
・
受
付
（
三
次
市
十
日
市
西
六
丁

目
10
番
45
号
）

　

９
時
30
分　

出
発

　

10
時
30
分　

カ
ヌ
ー
公
園
着

 

（
交
流
・
昼
食
・
カ
ヌ
ー
講
習
）

　

17
時　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
着
・
解
散

※�

雨
天
決
行
。
当
日
は
、
ぬ
れ
て
も
よ
い
服

装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
カ
ヌ
ー
講
習
の

あ
と
の
着
替
え
も
必
要
で
す
。

※�

カ
ヌ
ー
用
具
準
備
の
都
合
上
、
体
重
80
㎏

以
上
ま
た
は
身
長
１
８
０
㎝
以
上
の
方

は
、
事
前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
三
次
結
婚
支
援
グ
ル
ー
プ（
山
口
）

　
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
で
受
付

　

（
０
８
２
４
）
６
７

－

３
１
７
７

　
子
育
て
支
援
部
育
児
支
援
課

 

育
児
支
援
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
８

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
０
０

三次市委託職業訓練講座
就職活動中の市民および市内事業所にお勤めの方を対象とした訓練講座です。
受講料：無料（ただし、テキスト代などの個人負担あり）

講　座　名 期　　間 時　間 定員
（人） 内　　容

介護支援専門員受験準備講座 9/3・9/10・
9/17 土 9:00〜17:00 30

介護支援専門員をめざす人を
対象にケアマネジメントに関わ
る知識を習得する講座

訪問介護員（ホームヘルパー２級）
養成講座（土日コース） 9/3〜12/20 土・日 9:00〜16:00 20 高齢化社会に対応した訪問介

護員の養成講座

経理担当者実務講座 9/8・9/9 木・金 9:00〜16:00 15 経理業務に必須な簿記知識を習得し、
管理・運営能力を身につける講座

中間管理職研修
（コミュニケーション能力向上研修） 9/8・9/9 木・金 9:00〜16:00 15

基本と演習を中心に体験し、そ
の重要性を習得し、即ビジネス
に役立てることをめざした研修

職業訓練センター　一般職業訓練講座� ※時間は変更になる場合があります

講　座　名 期　　間 時　間 定員
（人）

受　講　料（会員）
受　講　料（一般）

日商簿記３級受験準備講座 9/6〜 11/17 火・木 18:30 〜 21:00 20 15,000 円（テキスト代別）
18,000 円（テキスト代別）

監督者訓練第４科（安全作業のやり方） 9/8・9/9 木・金 9:00 〜 16:00 15 15,000 円（昼食費込）
18,000 円（昼食費込）

課長実践研修 9/15・9/16 木・金 9:00 〜 16:00 15 17,000 円（昼食費込）
20,000 円（昼食費込）

実践 ISO14000S 内部監査員養成研修 9/27・9/28 火・水 9:00 〜 17:00 15 17,000 円（昼食費込）
20,000 円（昼食費込）

委託訓練
講　座　名 期　　間 時　間 定員

（人）受講料 申　込　先

パソコンビジネス科 9/14〜 12/13 13:00 〜 16:35 10 無料 ハローワーク三次
（☎ 0824-62-8609）
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訓
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内

広
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部
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

☎
・
（
０
８
２
４
）６
２

－

８
５
０
０

info@
nhvtc.ac.jp

http://www.nhvtc.ac.jp/index.htm



お詫びと訂正
　「広報みよし」７月号と一緒に配布した冊子「高齢者と障害者のための福祉・保健サービス　
平成23年度」の「三次市民生委員・児童委員及び主任児童委員一覧」の一部に誤りがありました
ので、お詫びして訂正します。
ページ 地　区 名　　前 誤 正

59ページ 君　田
（担当地区）

下山　優治 櫃田（御所ケ原、中野原、沓ヶ原）、
泉吉田（上組、迫組、中組） 櫃田（御所ケ原、中野原、沓ヶ原）

日野　正治 茂田、泉吉田（下組、吉尾） 茂田、泉吉田（上組、迫組、中組）
渡邊　　績 西入君 西入君、泉吉田（下組、吉尾）

60ページ 三　和 横光　春市 0935-52-2326 0824-52-2326
甲　奴 向井　信幸 0847-67-3007 0847-67-3077

問い合わせ先　福祉保健部高齢者福祉課高齢者福祉係� ☎（0824）62-6145　 （0824）62-6285

　「広報みよし」７月号の35ページ、「７
月の納税」の記載に誤りがありましたの
で、お詫びして訂正します。
誤 後期高齢者医療保険料（普通徴収２期）
正 後期高齢者医療保険料（普通徴収１期）

みよし運動公園（東酒屋町）
☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344
３日㈯ 三次地区高体連陸上記録会（新人戦）　

３日㈯・４日㈰・
10日㈯・11日㈰

広島オープンジュニア
秋季広島県高等学校野球大会北部地区予選リーグ

４日㈰
広島県高校サッカー選手権１次予選
三次市長旗争奪学童軟式野球大会

10日㈯
三次市小学生陸上記録会
広島少年鑑別所職員ソフトボール大会

11日㈰
広島シニアO-40サッカー大会
広島県北部サッカーリーグ

17日㈯ 中国実業団長距離記録会（ナイター）

18日㈰
キッズサッカーフェスティバル
三次地区３種トレセン

19日（月・祝）
広島県北部記録会
備北地区ソフトテニス強化練習会

22日㈭ シルバー人材センター互助会グラウンドゴルフ大会

23日（金・祝）

テニスの日
第53回三次市内オープンソフトテニス大会
三次マスターズサッカー交歓会
オータムカップ北部支部予選

24日㈯・25日㈰
広島県中学生総合体育大会陸上の部
広島県中学生総合体育大会ソフトテニスの部

酒屋体育館（東酒屋町）
☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344
16日㈮ 酒河小PTAソフトバレーボール大会
25日㈰ 工業団地自治会ソフトバレーボール大会

三次市営球場（西酒屋町）
☎・ （0824）63-1237
11日㈰・25日㈰ 第34回西日本軟式野球大会三次地区予選大会
17日㈯・18日㈰・
19日（月・祝） 第９回広島県学童軟式野球大会北部地区予選大会

カーター記念球場（甲奴町）
☎（0847）67-2093
４日㈰ 第34回西日本軟式野球大会甲奴地区予選大会

広島県立みよし公園（四拾貫町）
☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370
　http://www.mizuno.co.jp/school/facility/shisetsu_17/

３日㈯・４日㈰ 全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会
広島県予選会（女子）

10日㈯
全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会
広島県予選会（男子）
ナンポde健康クラブ

11日㈰ 全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会
広島県予選会（男子）

13日㈫ 第36回ミズノ杯パークゴルフ大会
15日㈭ 松江工業高等専門学校　入試説明会

17日㈯

第31回青空保育園　秋の大運動会
家庭婦人リーグ・バレーボール大会決勝大会
（兼審判研修）
エンジョイ！フットサルリーグ2011

18日㈰・
19日（月・祝）

三次ピオーネカップ第９回６人制
女子バレーボール大会（１日目）（２日目）

20日㈫ PGともえ会月例会
22日㈭ 三次市パークゴルフ協会月例会
24日㈯・25日㈰ 第60回広島県中学校総合体育大会卓球の部

25日㈰
県北フットサルリーグ2011
第３回ノルディックウォーキング講習会

9月 主　な　行　事 S c h e d u l e

申し込み・問い合わせ先
　広島県立みよし公園カルチャーセンター
 ☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370

　ノルディックウォーキングは、ポールを両手に持って
歩くので、通常のウォーキングよりも体に大きな負担を
かけず、全身の筋肉を使って歩くことができます。
　皆さんご一緒に、みよし公園で楽しく歩きましょう！
と　 き 　９月25日（日）※少雨決行

　　　　　受付：９時15分～９時30分　講習：９時30分～ 11時30分
対　 象 　 どなたでも
参加費 　一般：500円／名　ナンポ会員：300円／名

　　　　　※中学生以下は無料

スポーツの秋!!!
ノルディックウォーキング講習会開催
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●主な行事
奥田元宋・小由女美術館� 【９月14日（水）休館】
☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012
〜８月21日㈰ みんな大好きアンパンマン

やなせたかしの世界展
９月２日㈮〜
10月10日（月・祝）

－それぞれのまなざし－
大名家伝来人形＆絵絣・襤褸展

９月11日㈰・
12日㈪

開館時間延長日
お月見とロビーコンサートをお楽しみください。

はらみちを美術館� 【９月20日（火）休館】
☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119
〜８月31日㈬ 「お母さんの詩」全応募作品展示
９月５日㈪〜
10月28日㈮ 昔のお宝展

三良坂平和美術館� 【月曜休館・９月19日（月・祝）は開館】
☎・ （0824）44-3214
〜８月28日㈰ 明日への輝き26回平和展（後期）
９月３日㈯〜
10月２日㈰ 荒瀬隆造・道原聡二人展
９月４日㈰ ワークショップ（貼り絵で描くHIROSHIMA）
美術館あーとあい・きさ� 【月曜休館・９月19日（月・祝）は開館】
☎・ （0824）43-2231� 【８月30日（火）〜９月１日（木）は館内燻蒸のため休館】
〜８月21日㈰ 夏休みこども美術展
８月17日㈬ 夏休みこども美術館ギャラリートーク
９月14日㈬〜
18日㈰ 第63回広島県美術展巡回展

吉舎歴史民俗資料館� 【月曜休館・９月19日（月・祝）は開館】
☎・ （0824）43-2231� 【８月30日（火）〜９月１日（木）は館内燻蒸のため休館】
８月21日㈰ 花ほぼろ作り教室
〜９月30日㈮ 「吉舎町の伝説」挿絵展（前期）
三次市文化会館� 【９月21日（水）休館】
☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337
８月21日㈰ 笑って元気に「話芸・みよし劇場」
８月24日㈬ 平成23年度　三次市戦没者追悼式
８月26日㈮ 第59回日本PTA全国研究大会ひろしま大会

第４分科会みよし大会
８月27日㈯ くらし文化セミナー 2011

みよし元気塾「メタボで何が悪い！」
９月12日㈪ くらし文化セミナー 2011　この指とまれ！

三次人「三次地方の歴史を『知る』講座」
９月14日㈬ みどりしんきん　地域応援講演会

「日本人を幸せにする経済学」講師：森永卓郎
９月15日㈭ くらし文化セミナー 2011特別講演

「あなたもわたしもイキイキ人生」講師：鳳ハマ子
広島県立歴史民俗資料館（小田幸町）
☎（0824）66-2881　 （0824）66-3106
〜９月４日㈰ 歴史民俗展示「三次の妖怪ものがたり」
９月９日㈮〜
９月25日㈰ 「中国山地豊かな自然写真展」
９月16日㈮〜
12月25日㈰ 歴史民俗展示「大工道具の歴史」
９月17日㈯ ふどきの丘体験教室「伝統のお菓子をつくろう」

人口総数……………………… 57,691人（－21人）
男……………………………… 27,244人（＋ 2人）
女……………………………… 30,447人（－23人）
世帯総数………………… 23,879世帯（＋15世帯）

８月１日現在　（　）は対前月比
※外国人登録を含む人口の動き

降水量…………………………………… 164.5㎜
平均気温……………………………………25.5℃
最高気温………………………… 35.4℃（16日）
最低気温………………………… 17.9℃（24日）

気　象　庁〈三次地点〉
気象統計資料による７月の気象

月間有効求職者数……………………… 1,338人
月間有効求人数………………………… 1,077人
月間有効求人倍率…………………………0.80倍

求人募集・仕事の相談はハローワークへ！
☎（0824）62-8609　 （0824）62-1859

求人・求職状況 ６月分 ハローワーク三次

交通事故が多発しています。安全運転を心がけましょう。！

警戒日…………………………………９月19日㈪
北部ブロック警戒日…………………９月 7日㈬
路線別注意日（Ｒ54）�………………９月19日㈪
県下一斉警戒日………………………９月21日㈬

交通事故多発予報 ９月
交通事故発生の

可能性がもっとも高い日
警戒日

納期限は
８月31日（水曜日）です８月の納税

納税相談はいつでも気軽にご相談ください。

総合窓口センター保険年金課保険年金係
� ☎（0824）62-6134

▶後期高齢者医療保険料（普通徴収２期）

福祉保健部高齢者福祉課介護保険係
� ☎（0824）62-6387

▶介護保険料（普通徴収３期）

【納付方法について】
財務部収納課収納係� ☎（0824）62-6127

【課税内容について】
財務部課税課資産税係・市民税係�☎（0824）62-6122

▶市県民税（２期）
▶国民健康保険税（２期）

SOLY設立８周年大相談会開催
日時：８月８日（月）〜８月12日（金）  
 ９：00 〜18：00
場所：本店（広島市中区）＊予約不要

「遺言・相続」「借金問題」「成年後見」「登記手続」
他、この機会になんでもご相談ください。

司法書士法人SOLY（ソリー）

http://soly.jp（info@soly.jp）

広告

ピオーネ支店 三次市十日市中２丁目４番６号　本店 広島市中区八丁堀３番８号
フリーダイヤル
電話相談【無料】 0120-08-4864 担当司法書士

藤原快行・中村麗子

〜身近な法律のこと、お気軽にご相談ください〜

広報紙は原則市内全戸へ配布することとしており、市民の皆さんを
中心に大きな宣伝効果が期待できます。企業のイメージアップや
商品のＰＲに、ぜひご利用ください！

問い合わせ先　総務部秘書広報課
　　　　　　　☎（0824）62-6103　 （0824）62-6223
　　　　　　　 �hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

「広報みよし」に
� 広告を掲載してみませんか

詳しくは、総務部秘書広報課へお問い合わせください。

35
Miyoshi City Publ ic Relations
広報みよし  2011年 8月号



発行／三次市　　編集／総務部秘書広報課
〒728-8501 広島県三次市十日市中二丁目8番1号
☎（0824）62-6103　 （0824）62-6223

 hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp
三次市ホームページ　http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/

携帯電話でも三次市の情報を提供しています。
ＱＲコードをバーコード読み取り機能付携帯電話で読み取ってください。

三次市携帯電話サイト　
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/i/
※ 一部の機種で、コンテンツの内容が正しく表示されない場合があ

ります。あらかじめご了承ください。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

「てのひらを太陽に」　
Ⓒやなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV

奥田元宋・小由女美術館は、多くのボランティアの皆さんの
ご協力によって運営されています。ボランティアスタッフ募集！

受付・監視グループ、環境美化グループ、ガイドグループ、広報グループ、事務・イベントグループ、呈茶グループ
自分に合った活動でボランティアができます。美術館では、ボランティアでご協力いただける方を募集しています！

と　　き　〜 8月21日㈰　　開館時間　９時30分〜 17時
と こ ろ　奥田元宋・小由女美術館
観 覧 料� 一　　　般　800円（700円）　ペアチケット　1,500円
� 高・大学生���400円（300円）　中学生以下　無　��料
※常設展料金を含む　※（　）内は20名以上の団体および前売り
※ペアチケットは一般男女のペアが対象　※３歳以上の幼児を同伴する保護者は１名無料
※�身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方は観覧料無料
※辻村寿三郎人形展との共通割引（200円）あり

　1969年、絵本に登場したアンパンマンは、大人から「顔をち
ぎるなんて残酷！こんなもの子どもにあたえられない」と、全く
評価されませんでした。しかし作品の根底に流れる「自分を犠牲
にしても正義を貫く」「弱いものを助ける」というテーマはじわ
じわと、全国の子どもたちに受け入れられていきます。そして、
現在では、日本のみならず世界の子どもたちに愛されるヒーロー
になりました。
　「アンパンマン」だけではなく、やなせたかしの作品に一貫し
て流れる「愛」と「正義」を会場でご覧ください。

　1969年、絵本に登場したアンパンマンは、大人から「顔をち

　　　みんな大好きアンパンマン

やなせたかしの世界展

と　　き　９月２日㈮〜10月10日（月・祝）　※９月14日（水）休館
� ※９月11日（日）【待宵月】９月12日（月）【満月・中秋の名月】は午後９時まで開館
と こ ろ　奥田元宋・小由女美術館
観 覧 料� 一般：1,000（900）円、ペアチケット：1,800円、
　　　　　高校・大学生：500（400）円、中学生以下：無料
※常設展料金を含む　※（　）内は20名以上の団体および前売り
※ペアチケットは一般男女のペアが対象　※３歳以上の幼児を同伴する保護者は１名無料
※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方は観覧料無料
※辻村寿三郎人形展との共通割引（200円）あり

　鳥取県米子市の坂口真佐子氏による素
す
鳳
ほう
コレクションから徳川家など大名家伝来品を含む人形、そして広島

市の水野義之氏による寳
ほう
水
すい
堂
どう
コレクションから庶民と共に生きた藍染の絵

えが
絣
すり
・襤
らん
褸
る
など染織作品を展示します。

日本の伝統工芸技術による精緻で華美な人形と、生活の中で作られ、大切に使われてきた絵絣・襤褸などの布

《享保雛》江戸時代　山口蓬春旧蔵　
米子市立山陰歴史館蔵

―それぞれのまなざし―　大名家伝来人形�＆�絵絣・襤褸（らんる）展次回の
ご案内

終了まで
あとわずか!!

団地や風呂敷。江戸期から昭和にかけた、日本のセレブ＆庶民の生
き様が生んだ美の世界を感じ取ってください。

企画展情報ARTTIMES
申し込み・問い合わせ先 ☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012　 info@genso-sayume.jp


